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日
図1：橋本正司〈トルソ》1953 千葉市美術館蔵

猪田浩史氏寄贈

図2：橋本正司《かたち》1954 千葉市美術館蔵
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図3：橋本正司《作品》1954 千葉市美術館蔵

7
 



点
と、

筆
致
を
生
か
し
た
肥
痩
さ
ま
ざ
ま
な
線、

そ
し
て

大
ら
か
な
色
面
を
持
っ
た
絵
画
空
間
の
作
品
で
知
ら
れ
る
津

高
和
一
(
-

九
―
―

—
九
五）
が、
一

九
九
五
年
一

月
一

七
日

未
明
に
起
こ
っ
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
よ
っ
て
西
宮
市
の

自
宅
が
倒
壊
し
た
た
め
に
夫
人
と
共
に
不
慮
の
死
を
遂
げ
て

か
ら、

す
で
に
十
年
以
上
が
経
つ
。

津
高
の
歿
後、

複
数
の
追
悼
展
が
相
次
い
で
開
催
さ
れ

た。

そ
の
中
の
ひ
と
つ、

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館（
現
・

兵
庫

県
立
美
術
館）

が
歿
年
に
開
催
し
た
「
津
高
和
一

と
ゲ
ン
ビ

の
作
家
た
ち

一

九
五
0
年
代
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」

は、

津
高

と
い
う
芸
術
家
が
成
立
し
た
時
代
と、

彼
を
育
ん
だ
集
団
に

焦
点
を
絞
っ
た
展
覧
会
だ
っ
た
（
註
1
)。

こ
の
展
覧
会
で、

橋

本
正
司
(
-

九
三
三
生）

の
《
作
品
》
（
一

九
五
四）

も、

初
出

以
来
四
十
年
振
り
に
展
覧
会
場
に
陳
列
さ
れ
た。

そ
の
後、

橋
本
の
こ
の
作
品
は
千
葉
市
美
術
館
の
所
蔵
と

な
っ
た。

続
い
て
当
館
で
は
彼
の
同
年
の
制
作
に
よ
る
《
か

た
ち
》
(
-

九
五
四）

を
収
集、

し
ば
ら
く
間
を
置
い
て
猪
田

浩
史
氏
か
ら
こ
の
二

点
に
先
ん
じ
る
《
ト
ル
ソ
》
(
-

九
五

三）

を
御
寄
贈
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
た（
註
2
)
0

ー

橋
本
正
司
は
一

九――一
三
年、

農
業
を
営
む
父
・

橋
本
甚
太

郎、

母
・

と
よ
の
四
男
と
し
て
京
都
府
綴
喜
郡
大
住
村（
現
・

京
田
辺
市）
に
生
ま
れ
た。
『
橋
本
正
司
彫
刻
作
品
集』
（
二
〇

0-―-)

所
載
の
「
橋
本
正
司
年
譜」
（
以
下、
「
年
譜」

と
略

記）

に
拠
れ
ば、

四
五
年
四
月
に
京
都
市
立
第一
一
工
業
学
校

窯
業
科
に
入
学
す
る
が、

四
八
年
四
月
に
新
制
高
等
学
校
の

発
足
に
伴
い、

京
都
市
立
伏
見
高
等
学
校（
現
・

京
都
市
立
伏

見
工
業
高
等
学
校）

窯
業
科
に
編
入
し
た
（
註
3
)。

こ
の
進
学

は
本
人
の
希
望
で
は
な
く、

手
に
職
を
持
つ
こ
と
に
こ
だ
わ

っ
た
父
の
方
針
だ
っ
た（
註
4
)。

橋
本
は
高
校
で
船
津
英
次（
一

九
―
-

I
八
四）
と
浅
見
賢

一
(
-

九
一

八
—
九
四）
か
ら
塑
像
の
手
ほ
ど
き
を
受
け、

こ

れ
が
彫
刻
と
の
初
め
て
の
出
会
い
と
な
っ
た。

船
津
と
浅
見

は
共
に
一

九
三
六
年、

彫
刻
家・
沼
田
一

雅（
本
名・
勇
次
郎

一

八
七
三
ー
一

九
五
四）

が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
日

以
下、

本
稿
で
は
橋
本
の
こ
の
三
点
の
作
品
の
成
立
と
そ

の
背
景
に
つ
い
て、

作
者
自
身
に
よ
る
証
言
を
交
え
た
紹
介

を
行
う。

橋
本
正
司
の
彫
刻
作
品

本
館
所
蔵
作
品
の
紹
介

本
陶
彫
協
会
に
同
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る。

橋
本
の
彫
刻
（
あ
る
い
は、

領
域
を
お
し
ひ
ろ
げ
て
立
体

造
型、

と
考
え
て
も
よ
い
）

に
対
す
る
関
心
は
こ
の
高
等
学

校
在
学
中
に
育
ま
れ
て
い
っ
た。

こ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し

て、

陶
芸
家
・

八
木
一

夫
(
-

九
一

八
ー
七
九）
と
の
出
会
い

が
あ
る。

八
木
は
一

九―――
一

年
に
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
彫
刻
科

に
入
学
し
て
い
る
が、

同
期
に
浅
見
が
い
た。

そ
し
て
彼
は

一

九
三
七
年、

商
工
省
が
設
置
し
て
い
た
国
立
陶
磁
器
試
験

場
の
伝
習
生
と
な
り、

同
試
験
場
で
沼
田
の
指
導
を
受
け
た

こ
と
か
ら
日
本
陶
彫
協
会
に
参
加。

同
会
で
京
都
高
等
工
芸

学
校
出
身
の
船
津
と
知
り
合
っ
た。

橋
本
が
八
木
と
出
会
っ

た
経
緯
は、

こ
の
八
木
と
教
官
た
ち
と
の
関
わ
り
に
よ
る。

橋
本
が
出
会
っ
た
当
時、

八
木
は
四
八
年
に
山
田
光
(
-

九

ニ
四
—―

-

0

0

1

)

や
鈴
木
治
（
一

九
二
六
—―

1

0

0

1

)

た

ち
と
共
に、

新
し
い
陶
芸
の
あ
り
方
を
志
向
し
た
集
団
・

走

泥
社
を
結
成
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
（
ち
な
み
に、

鈴
木
は
一

九
四
三
年
に
京
都
市
立
第
二
工
業
学
校
窯
業
科
を
卒
業
し
て

い
る）
。

藁

科

英

也
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後」
•

原
文
の
ま
ま
：
註
5
)

私
が
初
め
て
八
木
一

夫
先
生
に
お
逢
い
し
た
の
は
一

九
四
九
年
で、

当
時
の
私
は
新
制
度
の
高
校
生
で
ク
ラ

ス
の
女
子
生
徒
に
モ
デ
ル
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
首
の
塑

像
に
取
り
組
ん
で
い
た
時
期
で
す。

私
達
の
実
技
の
先
生
（
引
用
者
註
＂

浅
見）
が、

八
木

先
生
と
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
彫
刻
科
の
同
組
で、

又
沼
田
一

雅
氏
に
共
に
師
事
し
た
事
も
あ
っ
て
時
々
逢

っ
て
お
ら
れ
た
様
で
す。

同
席
し
た
私
は、

八
木
先
生

の
独
特
の
語
り
口
と、

こ
れ
か
ら
の
美
術
の
方
向
に
つ

い
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
芸
術
論
に
驚
き
ま
し
た。

今
か
ら
考
え
る
と
そ
の
前
年
の
七
月
に
走
泥
社
が
結
成

さ
れ
て
お
り、

又
一

0
月
に
パ
ン
リ
ア
ル
美
術
協
会
が

結
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
で、

長
い
戦
争
に
よ
る
美
術
の
中

断
さ
れ
た
状
態
か
ら、

朝
日
が
登
る
様
に
京
都
の
古
い

町
々
に
照
ら
さ
れ
だ
し
た
時
期
で
あ
っ
た
事
と
思
い
出

さ
れ
ま
す。

…
…
（
橋
本
正
司
「
京
都
美
大
入
学
前

高
等
学
校
の
教
官
と
八
木、

彼
ら
を
指
導
し
た
沼
田
は
わ

が
国
に
お
け
る
近
代
陶
彫
を
確
立
し
た
人
物
だ
っ
た。

本
稿

で
は
沼
田
が
目
指
し
た
陶
彫
に
つ
い
て
詳
し
い
言
及
は
行
わ

な
い
。

し
か
し、

東
京
美
術
学
校
で
竹
内
久
一
（
一

八
五
七

ー
一

九
一

六）

に
見
出
さ
れ、

フ
ラ
ン
ス
留
学
中
に
は
オ
ー

ギ
ュ
ス
ト
・

ロ
ダ
ン
の
指
導
を
受
け
た
と
い
う
経
験
を
持
つ

彼
の
作
品
に
つ
い
て、

た
と
え
ば
現
在
東
京
藝
術
大
学
に
残

月

同
校
（
引
用
者
註

こ
凩
都
市
立
伏
見
高
等
学

文

ご註
6
)

る
《
正
木
直
彦
像
》
(
-

九
三
六）

な
ど
を
実
見
す
る
限
り、

そ
れ
は
素
材
が
陶
と
い
う
だ
け
で、
一

般
的
通
念
と
し
て
の

彫
刻
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

橋
本
は、

船
津
た
ち
の
指

導
を
通
じ、

沼
田
が
学
ん
だ
ロ
ダ
ン
に
代
表
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
近
代
彫
刻
を
遠
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た。

敗
戦
か
ら
の
出
発
と
云
う
時
期
に、
「
日
本
画
・

陶

芸」

と
云
う
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
最
初
の
前
衛
運
動
が
起
こ

っ
た
の
も
京
都
な
ら
で
は
の
土
地
柄
と
は
云
え、

伝
統

を
重
ん
ず
る
場
所
か
ら
す
れ
ば
当
時
の
京
都
の
人
々
の

大
き
な
驚
き
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま

す。

こ
の
様
な
大
き
な
う
ね
り
が
こ
の
京
都
の
地
に
表

出
さ
れ
だ
し
た
頃
の
私
は、

前
衛
美
術
に
対
し
て
ま
っ

た
く
無
知
で、

再
刊
さ
れ
た
美
術
手
帖
等
に
掲
載
さ
れ

た、

ロ
ダ
ン、

ブ
ー
ル
デ
ル、

マ
イ
ヨ
ー
ル、

デ
ス
ピ

オ
等
の
フ
ラ
ン
ス
彫
刻
の
記
事
を
読
み、

又
高
村
光
太

郎
の
「
造
型
美
論」

を
書
店
か
ら
買
っ
て
来
て、

新
知

識
の
様
に
受
け
入
れ
て
お
り
ま
し
た。
（
橋
本

前
掲

そ
の
一

方
で、

走
泥
社
の
活
動
が
橋
本
に
影
響
を
与
え

た。

こ
の
影
響
の
大
き
さ
は、
「
年
譜」

の
一

九
五
一

年
の

項
目
に
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る。

校）

卒
業。

卒
業
制
作
に
素
焼
の
前
衛
花
器
を
提
出。

窯
業
科
長
よ
り
「
こ
ん
な
作
品
を
出
し
た
生
徒
は
学
校

始
ま
っ
て
以
米」

と
言
わ
れ
る。

陶
芸
家、

鈴
木
治
の

前
衛
的
作
風
に
影
響
を
受
け
て
い
た。
（
「
年
譜」
＂
許
7
)

こ
の
卒
業
制
作
は
（
恐
ら
く）
現
存
し
て
お
ら
ず、

記
録
写

盲で
も
残
っ
て
い
な
い
。

橋
本
の
記
憶
に
よ
れ
ば
「
手
捻
で
板

な
ど
に
よ
っ
て
叩
い
て
成
形
を
し、

ヘ
ラ
で
削
っ
て
仕
上
げ

た」

約
三
五
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
索
焼
き
だ
っ
た
と
い
う。

当
時
の
鈴
木
の
作
風
は、
《
ク
リ
ス
マ
ス
》
（
一

九
四
九）

や
《
双
頭
壺
》
(
-

九
五
一
）

な
ど
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に、

後
年
自
ら
が
「
泥
象」

と
呼
ん
だ
作
品
群
と

は
異
な
り、

あ
く
ま
で
器
物
の
範
疇
を
守
っ
て
い
る。

八
木

の
あ
ゆ
み
で
考
え
る
と
す
れ
ば、

当
時
彼
は
ま
だ
《
ザ
ム
ザ

氏
の
散
歩
》
（
一

九
五
四）

を
手
掛
け
る
以
前
で
あ
る。

橋
本

が
高
校
を
卒
業
す
る
頃
は
ま
だ
走
泥
社
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
の

制
作
と
い
う
も
の
は
全
体
的
に、

意
匠
の
斬
新
さ
は
あ
っ
た

と
し
て
も、

数
年
後
（
一

九
五
0
年
代
半
ば
以
降）
の、

壺
の

口
を
閉
じ
て
表
現
と
し
て
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
い
う
あ
り
よ
う
を

獲
得
す
る
ま
で
の、

い
わ
ば
助
走
期
間
に
該
当
し
て
い
る。

橋
本
が
今
日
自
ら
の
卒
業
制
作
や
鈴
木
の
当
時
の
作
品
を

「
前
衛」

と
回
顧
す
る
根
拠
は、

こ
の
よ
う
な
意
匠
の
斬
新

さ
の
み
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
理
解
し
て

し
ま
う
と、

そ
れ
は
単
に
表
相
的
な
模
倣
の
連
鎖
に
止
ま
っ

て
し
ま
う
し、

結
果
的
に
は
橋
本
が
良
き
先
達
と
し
て
見
て
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3 い
た
走
泥
社
の
同
人
た
ち
の
作
品
ま
で
も
不
当
な
批
判
に
さ

ら
さ
れ
て
し
ま
う。

彼
が
語
ろ
う
と
す
る
「
前
衛」

と
は、

表
出
さ
れ
た
作
品
や
そ
の
意
匠
の
新
し
さ、

と
い
う
よ
り

も、

そ
の
よ
う
な
「
も
の」

を
生
み
出
そ
う
と
す
る
精
神
そ

の
も
の
を
指
し
て
い
る
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

正

村
美
里
が
一

九
四
0
年
代
末
か
ら
五
0
年
代
前
半
ま
で
の
京

都
の
陶
芸
界
の
革
新
を
目
指
す
青
年
た
ち
の
姿
に
つ
い
て、

「
新
た
な
創
造
へ
の
模
索、

既
成
の
価
値
観
を
打
破
し
た
い

と
い
っ
た
精
神
の
高
揚
が
先
に
立
つ
ば
か
り
の、

具
体
的
創

作
と
は
結
び
つ
か
な
い
、

文
字
通
り
の
試
行
錯
誤」（
註
8
)

だ

っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
通
り、

橋
本
の
語
る
「
前
衛」

と
い

う
言
葉
は、

こ
の
「
精
神
の
高
揚」

そ
の
も
の
を
指
し
て
い

る。
船
津
た
ち
か
ら
学
ん
だ
彫
刻
と
い
う
表
現、

そ
し
て
走
泥

社
の
活
動
に
触
発
さ
れ
た
「
前
衛」

へ
の
関
心
が、

橋
本
を

彫
刻
の
抽
象
的
表
現
に
導
く
こ
と
に
な
っ
た。

橋
本
正
司
は
一

九
五
一

年
三
月
に
高
等
学
校
を
卒
業
し、

翌
月
京
都
市
立
美
術
大
学
（
現
・

京
都
市
立
芸
術
大
学）

彫
刻

科
に
入
学。

大
学
で
は
辻
晉
堂（
本
名
・

為
吉

一

九
一

0
|

八
一
）

と
堀
内
正
和
(
-

九
―
―

—
二
0
0
1
)

か
ら
彫
刻
を

学
ん
だ。

本
稿
の
冒
頭
に
記
し
た、

現
在
当
館
が
所
蔵
す
る
《
ト
ル

ソ
》
（
図
1

)

は
彼
が
同
科
の一
二
回
生
へ
の
進
級
課
題
と
し
て

一

九
五――一
年
に
制
作
し
た
作
品
で
あ
る。

本
作
品
の
サ
イ
ズ

は
高
さ
六
三
O
X
幅
一

九
O
X
奥
行
二
四
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

で、

セ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
い
る。

《
ト
ル
ソ
》

は、

右
手
を
高
く
伸
ば
そ
う
と
す
る
運
動
が

作
品
全
体
を
統
べ
て
お
り、

伸
ば
し
た
手
の
腋
か
ら
胴
を
経

て
腰
に
い
た
る
緩
や
か
な
ふ
く
ら
み
が、

左
側
の
胴
に
向
か

っ
て
凹
ん
で
い
る、

よ
り
曲
率
が
強
い
面
と
の
対
比
に
よ
っ

て、

相
対
的
に
右
手
を
伸
ば
す
運
動
と
皮
膚
の
張
り
に
転
化

し
て
い
る。

こ
の
動
き
を
側
面
か
ら
見
る
と、

胸
部
か
ら
腹

部
（
あ
る
い
は
胴）
の、

内
側
か
ら
張
り
出
し
て
い
る
運
動
を

右
臀
部
で
い
っ
た
ん
受
け
止
め、

再
び
前
方
に
向
か
っ
て
い

る
右
大
腿
部
で
支
え
て
い
る
よ
う
に
構
想
さ
れ
て
い
る。

た

だ
し
実
際
に
は、

こ
の
運
動
を
受
け
止
め
る
に
は
臀
部
の
量

塊
性
が
乏
し
い
。

ま
た、

背
面
か
ら
臀
部
の
処
理
が
反
対
側

の
面
に
対
し
て
平
板
で
あ
り、

右
上
腕
部
か
ら
右
大
腿
部
の

運
動
に
対
し
て
作
品
の
左
側
が
従
属
的
に
扱
わ
れ
て
い
る。

こ
れ
は、
（
当
時
の）

作
者
が
制
作
に
当
た
っ
て
全
体
性
に
関

す
る
考
察
を
充
分
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る。
本
作
品
で
ト
ル
ソ
の
面
は
連
続
し
て
お
ら
ず、

稜
線
に
よ

っ
て
い
く
つ
か
の
（
曲）

面
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ、

そ
れ
が
内

部
の
運
動
の
動
き
や
方
向
を
顕
在
化
さ
せ
て
お
り、

歴
史
的

に
見
れ
ば
キ
ュ
ビ
ス
ム
的
手
法
に
よ
る
作
品
で
あ
る
（
わ
が

国
に
お
け
る
オ
シ
ッ
プ
・

ザ
ッ
キ
ン
の
彫
刻
作
品
の
受
容、

そ
の
動
向
の
中
で
考
察
を
行
う
こ
と
も
可
能
か
も
知
れ
な

い）
。

こ
の
よ
う
な
表
現
は
一

九
五
0
年
代
初
頭
の
日
本
に

あ
っ
て
は
新
し
い
傾
向
の
範
疇
に
あ
る
上、

そ
れ
を
大
学
に

入
学
し
て
二

年
目
の
学
生
が
手
掛
け
る
と
い
う
こ
と
自
体、

従
来
の
美
術
学
校
で
は
想
像
で
き
な
か
っ
た。

ま
た、

彫
刻

の
材
料
と
し
て
セ
メ
ン
ト
が
用
い
ら
れ
て
い
る
作
例
と
し
て

も
初
期
に
属
す
る（
註
9
)。

本
作
品
を
制
作
し
た
直
接
の
状
況
に
つ
い
て
は
橋
本
自
ら

の
回
想
「
京
都
美
大
に
お
け
る
セ
メ
ン
ト
彫
刻
と
私」

が
あ

る。

こ
の
回
想
に
は
彫
刻
科
の
教
官
だ
っ
た
堀
内
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
が、

素
材
で
あ
る
セ
メ
ン
ト
を

用
い
た
点
に
記
述
の
重
点
が
置
か
れ
て
お
り、

造
形
上
の
発

想
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。

た
だ
し、

堀
内
の
《
横

た
わ
る
（
横
の
作
品）
》
（
一

九
五
二
）

に
つ
い
て
「
先
生
の
作

業
を
拝
見
す
る
機
会
も
あ
り、

色
々
と
刺
激
を
受
け
ま
し

た
」（
註
10
)

と
記
さ
れ
て
い
る。

堀
内
の
こ
の
作
品
は
一

九
五

二
年一
二
月
に
大
丸
（
京
都）
で
開
催
さ
れ
た一
一
科
京
都
作
家
展

で
発
表
し
て
い
る
た
め、

制
作
時
期
は
橋
本
の
作
品
と
重
な

っ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る。

本
稿
準
備
中
に
堀
内
の
こ

の
作
品
に
つ
い
て
実
見
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
が、

作
品
写
真
で
確
認
す
る
限
り、

後
述
す
る
彼
の
同

時
期
の
作
品
《
海
辺
》
(
-

九
五
一

千
葉
市
美
術
館
蔵
；
註

11
)

と
同
様、

横
た
わ
る
人
体
の
各
部
を
簡
略・
抽
象
化
さ
せ

た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
判
る。

こ
こ
で、

橋
本
を
大
学
で
指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た
辻
と

堀
内、

ふ
た
り
の
一

九
五
0
年
代
初
期
に
到
る
ま
で
の
あ
ゆ
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続
い
て、

堀
内
の
回
想
か
ら。

て」
•

原
文
の
ま
ま
：社
13

)

み
を
簡
単
に
た
ど
る。

橋
本
が
入
学
し
た
京
都
市
立
美
術
大
学
は
京
都
市
立
美
術

専
門
学
校
を
甚
礎
と
し
て
一

九
五
0
年
に
開
学
し
た
ば
か
り

だ
っ
た。

辻
は
四
九
年
に
討
門
学
校
教
授
に
就
任
し
て
い
た

が、

大
学
開
学
に
伴
い
大
学
の
助
教
授
を
兼
任、

堀
内
は
五

0
年
に
専
門
学
校
教
授
兼
大
学
講
師
に
就
任
し
て
い
た。

辻

が
京
都
で
教
鞭
を
執
る
契
機
は、

本
人
に
よ
れ
ば
菊
池
一

雄

（
一

九
0
八
—
八
五）
の
推
薦
に
よ
る
も
の
で
あ
り、

堀
内
は

辻
の
推
薦
だ
っ
た。
―
一
人
は
一

九
三
一

年
頃
か
ら
交
流
が
あ

り、

橋
本
が
大
学
に
人
学
し
た
当
時、

彼
ら
は
自
分
た
ち
の

考
え
る
彫
刻
教
授
法
を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
（
註
12
)。

辻
の
回
想
か
ら
引
用
す
る。

学
校
は
新
制
の
大
学
に
な
っ
た
の
だ
か
ら、

昔
風
な

美
術
教
育
を
一

新
し
た
い
と
私
は
考
へ
た。

抽
象
的
な

形
体
の
構
成
と、

木
や
石
や
金
属
そ
の
他
の
実
在
を
使

っ
て
彫
刻
を
教
へ
る
こ
と
に
し
た
い。

た
だ
こ
れ
は
大

変
骨
の
折
れ
る
事
だ
が、

や
り
甲
斐
の
あ
る
こ
と
だ
と

思
ふ。

だ
か
ら
こ
れ
を
や
ら
う。

と
堀
内
に
私
の
考
へ

を
話
し
た。

彼
も
賛
成
だ
と
い
ふ
の
で、

そ
こ
で
始
め

た
こ
と
だ
っ
た。

…
…
（
辻
晉
堂
「
堀
内
正
和
に
つ
い

実
技
の
ほ
う
で
は、

着
任
し
て
三
年
目
（
一

九
五
三）

に、

そ
れ
ま
で
の
自
然
観
察
・

人
体
写
生
を
基
本
と
す

る
教
授
法
を
改
め、

単
純
な
幾
何
学
形
の
組
み
立
て
練

習
か
ら
出
発
す
る
新
し
い
教
授
法
に
切
り
替
え
ま
し

た。

最
初
に
針
金
で
水
平
・
垂
直
の
直
線
が
直
角
に
折

れ
直
角
に
交
わ
る
構
成
練
習
を
行
い、

次
に
平
面
構

成、

次
に
円
筒
・
円
錐
・
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
な
ど
の
曲
面

構
成、

そ
れ
か
ら
幾
何
学
的
立
体
構
成、

こ
れ
を
一

年

間
行
い、

二
年
に
な
る
と
自
然
形
態
の
観
察、

モ
デ
ル

を
見
て
こ
れ
を
写
す
訓
練、

三
年
目
は
今
ま
で
学
ん
で

き
た
形
体
を
鉄
・

木
・
石
な
ど
の
実
材
で
作
り
出
す
練

習、

そ
し
て
四
年
で
は
自
由
な
発
想
に
よ
る
個
人
的
創

作
と
い
う
順
序
の
教
授
法
で
す。
（
堀
内
正
和
「
形
に

出
会
い
た
い」
：

翡）

こ
の
よ
う
な
教
授
法
に
は、
一

九――-
0
年
代
に
辻
と
堀
内

が
知
り
合
っ
た
頃
の、

彼
ら
の
彫
刻
研
究
の
体
験
が
反
映
し

て
い
る。

一

九
三
三
年
の
第
二
0
回
再
興
日
本
美
術
院
展
に
彫
刻
作

品
《
千
家
元
麿
氏
像》

が
初
入
選
し
た
辻
は、

三
五
年
に
新

海
竹
蔵
（
一

八
九
七
—
一

九
六
八）
の
推
薦
に
よ
っ
て
日
本
美

術
院
研
究
所
に
入
所
し
た。

し
か
し、
「
モ
デ
ル
を
見
て
粘

上
で
そ
の
形
を
嵩
す
こ
と
を
績
け
て
ゐ
る
う
ち
に、

モ
デ
ル

を
宮
す
こ
と
が
ど
う
し
て
い
ち
ば
ん
よ
い
勉
強
の
方
法
だ
と

云
へ
る
の
か、

そ
し
て
モ
デ
ル
に
た
よ
ら
な
い
で、

イ
メ
ー

ジ
に
よ
っ
て
作
る
こ
と
が
何
故
い
け
な
い
の
か。

と
い
ふ
疑

問」
（
辻・
原
文
の
ま
ま
；
註
15

)

か
ら
独
自
の
彫
刻
研
究
に
乗
り

出
し、
《
婦
人
像》
(
-

九
三
九）
や
《
村
の
男》(
-

九
四
一
）

な
ど
の、
「
作
品」

と
し
て
は
具
体
的
で
あ
り
な
が
ら
「
も

の」

の
構
造
性
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
木
彫
の
作
品
群
を
手
掛

け
る
に
到
っ
た。

一

方、

堀
内
は
青
山
学
院
中
等
部
在
学
中
の
一

0
代
半
ば

か
ら
村
山
知
義(
-

九
0
1

-
七
七）
の
『
構
成
派
研
究』
（
一

九
二
六）
な
ど
を
愛
読
し
て
お
り、

そ
の
出
発
点
か
ら
抽
象

的
表
現
に
対
す
る
関
心
が
強
か
っ
た。
一

九
二
九
年
に
入
塾

し
た一
一
科
会
の
研
究
所・
番
衆
技
塾
で
は、

藤
川
勇
造(
-

八

八
三
ー
一

九―
二
五）
の
「
モ
デ
ル
を
凝
視
し
そ
の
形
姿
を
忠

実
に
写
す」
（
堀
内）
指
導
に
あ
き
た
ら
ず、
「
人
体
の
微
細
な

凹
凸
を
省
略
し
て
大
き
な
平
滑
面
に
し
た
り、

あ
る
部
分
の

動
勢
を
強
調
す
る
た
め
に
そ
こ
だ
け
長
く
伸
ば
し
た
り」

し

て
い
た
（
同
：
註
16

)。

こ
の
点、

辻
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る。

堀
内
の
回
想
か
ら
引
用
し
た
新
し
い
美
術
大
学
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
再
び
参
照
す
る
と、

辻
と
堀
内
の
こ
の
よ
う
な一―1
0

年
代
の
体
験
や
制
作
上
の
関
心
と
い
っ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま

反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
し、

そ
し
て
ま
た、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
中
の
彼
ら
自
身
が
そ
の
関
心
の
延
長
線

上
で
制
作
を
続
け
て
い
た。

さ
き
に、

辻
の
「
モ
デ
ル
に
た
よ
ら
な
い
で、

イ
メ
ー
ジ

に
よ
っ
て
作」
っ
た
一

九――-
0
年
代
後
半
の
作
例
と
し
て
ニ

点
の
木
彫
を
挙
げ
た
が、

戦
争
を
挟
ん
で
五
五
年
ま
で
の
人
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体
像
の
展
開
で
は、

具
体
的
に
は
《
坐
像
》
（
一

九
五
二

豊

田
市
美
術
館
蔵）

に
見
ら
れ
る
通
り、

人
体
像
と
い
う
形
状

に
踏
み
と
ど
ま
り
な
が
ら、

作
者
の
関
心
は
明
ら
か
に
対
象

（
モ
デ
ル）

の
再
現
な
ど
で
は
な
く
（
こ
の
作
品
で
は、

作
者

が
モ
デ
ル
を
用
い
た
こ
と
も
疑
わ
し
い
）
、

彫
刻
そ
の
も
の

を
成
立
さ
せ
る
三
次
元
の
幾
何
学
的
な
構
成
に
あ
る
こ
と
が

表
明
さ
れ
て
い
る。

辻
と
堀
内
は
こ
の
志
向
に
関
し
て
も
共

有
す
る
部
分
が
大
き
か
っ
た。

堀
内
の
場
合
は
辻
と
比
較
す

る
と
健
康
疾
患
や
戦
争
（
と、

そ
れ
に
関
わ
る
美
術）
に
対
す

る
嫌
悪
に
端
を
発
す
る
制
作
中
断
な
ど、

断
片
的
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
が、

五
一

年
頃
ま
で
の
作
品
を
辿
る
な
ら
ば、

《
C
u
bi》

や
《
壺
》
（
共
に
一

九
四
九）
、

あ
る
い
は
《
海
辺
》

な
ど、

辻
の
作
品
と
同
内
容、

同
じ
造
形
思
考
に
あ
る
も
の

が
当
時
の
代
表
的
作
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る。

辻
と
堀
内
が
自
ら
の
あ
ゆ
み
の
中
か
ら
導
き
出
し、

大
学

で
実
践
し
よ
う
と
し
た
方
法
論
を
要
約
す
れ
ば、

対
象
（
こ

こ
で
は
モ
デ
ル
11
人
体
を
念
頭
に
置
く）

の
観
察
か
ら
内
部

の
構
造
を
撮
み
取
ろ
う
と
す
る
ロ
ダ
ニ
ス
ム
の
方
法
論
に
対

す
る
反
撥
で
あ
り、

逆
に
内
側
（
構
造）
の
理
解
を
優
先
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
（
も
っ
と
も
私
見
で
は、

辻
た
ち
の

反
撥
は
ロ
ダ
ニ
ス
ム
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
た
と
い
う
よ
り

も、

む
し
ろ
こ
の
思
考
が
日
本
に
導
入
さ
れ
て
変
質
し
た、

視
覚
的
再
現
性
と
主
観
的
写
実
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
た
表
現

へ
の
反
撥、

そ
し
て
変
質
・

硬
直
化
し
た
造
形
思
考
を
無
自

覚
な
ま
ま
に
唱
え
る
風
潮
へ
の
個
人
的
な
嫌
悪
だ
っ
た
と
考

前
述
の
如
く
モ
デ
ル
を
置
い
て
塑
像
の
み
に
明
葬
れ

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が）
。

面
の
平
滑
な
処
理
と
大
胆
な
デ

フ
ォ
ル
メ、

そ
し
て
内
部
か
ら
像
を
支
え
て
い
る
で
あ
ろ
う

構
造
に
着
目
し
た
橋
本
の
《
ト
ル
ソ
》

は、

ま
さ
に
こ
の
よ

う
な
辻
11
堀
内
の
制
作
と
思
考
に
導
か
れ
た
作
品
だ
っ
た
と

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る。

橋
本
と
同
時
期
に

辻
と
堀
内
の
指
導
を
受
け
（
橋
本
の
先

輩
に
当
た
る）
、

後
に
自
ら
も
同
じ
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た

山
崎
脩
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る。

デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
人
体
や、

人
体
か
ら
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
た
形
体
を
二
人
の
師
が
モ
デ
ル
な
し
に

制
作
す
る

か
た
わ
ら
で、

よ
う
や
く
モ
デ
ル
あ
り
で
何
と
か
形
体

に
な
っ
て
い
た
吾
々
は、

は
ぐ
ら
か
さ
れ
た
よ
う
な
思

い
で
眺
め
て
い
た
も
の
だ。

辻
先
生
の
た
ゆ
ま
な
い
実

践
と、

堀
内
先
生
の
淡
々
と
し
た
論
理
と
が
う
ま
く
噛

合
っ
て、

私
が
専
攻
科
を
終
了
し
て
助
手
と
し
て
残
る

頃、

所
謂
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
ら
し
い
表
が
学
生
の
前
に
提

示
さ
れ
た。

…
…
（
山
崎
脩
「
彫
刻
科
史
略
考」
：
註
17
)

こ
の
一

節
か
ら
も、

当
時
の
彫
刻
教
育
の
中
で
モ
デ
ル
な

し
で
制
作
す
る
こ
と
が
い
か
に
目
新
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
か

が
う
か
が
わ
れ
る。

山
崎
は
続
け
て、

堀
内
の
回
想
に
記
さ

れ
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
記
し
て
い
る。

し
て
い
た
当
時
の
日
本
の
美
術
学
校
彫
刻
科
に
お
い

て、

こ
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
占
め
た
位
置
は
特
記
に
価

す
る。
一

回
生
は
入
学
当
初
か
ら
堀
内
先
生
の
指
導
に

よ
り
一

年
間
に
わ
た
り
幾
何
学
形
態
の
構
成
訓
練
を
重

ね
た
が、

思
考
型
の
学
生
に
は、

つ
き
な
い
喜
び
の
発

見
に
つ
な
が
っ
た
で
あ
ろ
う
が、

直
情
型
の
学
生
に

は、

こ
の
上
な
い
苦
痛
で
あ
っ
た
よ
う
だ。

…
…
（
山

橋
本
は、

こ
の
「
思
考
型」

学
生
の
典
型
と
い
え
る。

彼

の
《
ト
ル
ソ
》

の
制
作
年
を
考
え
れ
ば、

さ
き
に
引
用
し
た

堀
内
の
回
想
に
見
ら
れ
る
「
着
任
し
て
三
年
目
(
-

九
五――-)

に、

そ
れ
ま
で
の
自
然
観
察
・

人
体
写
生
を
碁
本
と
す
る
教

授
法」

を
教
師
の
側
が
新
し
い
教
授
法
（
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
）

に
改
め
よ
う
と
す
る
以
前
か
ら、
「
思
考
塑」

学
生
た
ち
は

辻
11
堀
内
の
新
鮮
な
造
形
思
考
を
摂
取
し
よ
う
と
懸
命
に
な

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る。

と
こ
ろ
で、
《
ト
ル
ソ
》

に
現
れ
て
い
る
問
題、

つ
ま
り

全
体
性
に
関
す
る
考
察
の
乏
し
さ
に
つ
い
て
検
討
す
れ
ば、

原
因
は
人
体
の
構
成
の
観
察
が
未
熟
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し

て
い
る。

作
者
自
身
の
責
任
は
当
然
と
し
て
も、

こ
の
問
題

も
や
は
り
指
導
し
た
辻
11
堀
内
の
造
形
思
考
（
と
指
導
法）

に
由
来
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か。

「
モ
デ
ル
に
た
よ
ら
な
い
で、

イ
メ
ー
ジ
に
」

よ
る
彫
刻

制
作
を
志
向
し
た
辻
た
ち
の
発
想
が、

実
は
モ
デ
ル
を
前
に

崎
前
掲
文
；
註
18

)
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橋
本
正
司
が
京
都
市
立
美
術
大
学
で
学
ん
で
い
た
期
間

は、
一

九
五
一

年
か
ら
五
五
年
ま
で
の
間
で
あ
る。

大
学
在
学
中
の
橋
本
が、

師
と
な
っ
た
辻
晉
堂
と
堀
内
正

和
の
ふ
た
り
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た
こ
と
は、

前
項
で
見

た
《
ト
ル
ソ
》

成
立
の
背
景
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が、

現
存

す
る
作
品
や
資
料
を
基
に
す
る
と、

造
形
表
現
の
上
で
は
辻

よ
り
も
堀
内
に
近
し
い
作
品
が
多
く
見
ら
れ
る。

具
体
的
に

は、

橋
本
が
一

九
五
四
年
三
月
の
第
三
回
関
西
総
合
美
術
展

に
出
品
し
第
二
席
を
受
賞
し
た
《
か
た
ち
（
非
合）
》

は
そ
の

形
状
か
ら、

堀
内
の
《
海
の
花
》

と
《
作
品
》
（
共
に
一

九
五

二
）
に
触
発
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

し
か
し、

両
者
の
作
品
が
共
通
す
る
点
は
外
見
だ
け
で
あ

る。

堀
内
の
作
品
が
ど
ち
ら
も
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
を
一

本
の
軸

4 し
た
制
作
の
中
か
ら
考
え
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う

に、

本
作
品
の
問
題
点
は
皮
肉
に
も
モ
デ
ル
（
対
象）
を
前
に

し
て、

観
察

分
析

再
構
築
の
思
考
訓
練
を
充
分
に
行
っ

て
い
れ
ば
回
避
で
き
る
可
能
性
が
あ
っ
た。

自
ら
の
造
形
思

考
を
新
設
の
大
学
で
実
践
し
よ
う
と
す
る
教
師
と、

新
し
い

表
現
を
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
試
み
よ
う
と
す
る
学
生
の

若

者
ら
し
い

性
急
さ
が
重
な
り
合
い、

問
題
を
抱
え
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か（
註
19
)。

そ
の
意
味
で
も
本
作
品
は、

京
都
市
立
美
術
大
学
彫
刻
科
の
揺
藍
期
を
象
徴
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
作
品
と
な
っ
て
い
る（
註
20
)。

で
支
え
る
と
い
う
成
り
立
ち
に
還
元
さ
れ
得
る
性
格
で
あ
る

こ
と
に
対
し、

橋
本
の
作
品
は
師
の
よ
う
な
幾
何
学
が
持
つ

明
晰
さ
よ
り
も、

強
調
さ
れ
た
面

植
物
の
葉
の
よ
う

な

の
存
在
感
で
成
立
し
て
お
り、
《
ト
ル
ソ
》

に
も
現

れ
て
い
た、

曲
面
が
持
つ
有
機
性
に
関
心
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る。

こ
の
点、

大
学
入
学
直
後
に
堀
内

か
ら
彼
の
《
海
辺
》

制
作
を
通
し
て
学
ん
だ、
「
粘
土
を
使

わ
な
い
じ
か
付
け
の
技
法」（
註
包

が
役
立
つ
こ
と
に
な
っ

た。

針
金
で
芯
を
組
み、

石
膏
を
付
け
る
技
法
は、

制
作
過

程
で
微
妙
な
カ
ー
ヴ
の
表
現
が
可
能
で
あ
り、

そ
れ
は
自
ら

の
イ
メ
ー
ジ
の
三
次
元
的
な
再
現
で
は
な
く、

制
作
す
る
過

程
で
生
成
す
る
「
も
の
／
作
品」

そ
の
も
の
が
持
つ
イ
メ
ー

ジ
と
の
対
話
が
型
を
用
い
る
場
合
よ
り
も
は
る
か
に
自
由
度

が
増
す
か
ら
で
あ
る。

こ
の
橋
本
の
有
機
的
な
る
も
の
へ
の
関
心
は、

当
時
摂
取

し
て
い
た
造
形
思
考
が
大
学
を
通
し
て
学
ん
だ
も
の
の
他

に、

も
う
ひ
と
つ
の
要
素
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る。

そ
れ
は、

植
木
茂
（
一

九
―
―――
—
八
四）
の
作
品
で

あ
る。

植
木
は
一

九
五
0
年
に
自
由
美
術
家
協
会
を
退
会

し、

や
は
り
共
に
退
会
し
た
矢
橋
六
郎
(
-

九
0
五
ー
八

八）
、

村
井
正
誠
(
-

九
0
五
—
九
九）
、

山
口
薫
(
-

九
0
七

ー
六
八）
、

中
村
員
(
-

九
一

四
ー
六
九）
た
ち
と
同
年
モ
ダ

ン
ア
ー
ト
協
会
を
創
立。

協
会
結
成
の
翌
年
で
あ
る
五
一

年

に
は
下
関
か
ら
大
阪
に
移
住
し
て
い
た。

植
木
は
一

九
三
五
年
に
彫
刻
の
制
作
を
決
心
し、

独
学
の

）
の
当
時
の
植
木
の
位
置
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
は、

期
間
を
経
て
三
七
年
の
第
一

回
自
由
美
術
家
協
会
展
に
は
早

く
も
抽
象
的
表
現
に
よ
る
作
品
を
発
表
し
て
い
た。

正
式
な

美
術
教
育
を
受
け
た
経
験
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
植
木
は、

自
ら
海
外
の
情
報
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
、

有
機
的
フ
ォ
ル
ム

を
志
向
し
た
作
品
と
構
成
主
義
的
傾
向
の
作
品
と
い
う一
一
系

統
の
作
品
を
創
り
上
げ、
一―-
0
年
代
後
半
に
は
前
者
に
自
ら

の
造
形
を
絞
る
よ
う
に
な
っ
た。

彼
の
造
形
は
抽
象
的
な
表

現
で
あ
っ
て
も、

堀
内
の
よ
う
な
三
次
元
に
お
け
る
空
間
の

幾
何
学
的
な
考
察
を
造
形
へ
と
結
び
つ
け
る
手
法
で
は
な

く、

専
ら
素
材
と
の
対
話
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
機
的

な
フ
ォ
ル
ム
を
獲
得
す
る
制
作
手
法
を
独
自
に
編
み
出
し
て

い
た
（
註
22
)。

前
述
の
橋
本
が
制
作
し
た
《
か
た
ち
（
非
合）
》

は
一

見
堀
内
的
な
形
態
を
示
し
な
が
ら、

制
作
手
法
の
点
で

は
こ
の
植
木
の
立
場
に
拠
っ
て
い
る。

橋
本
自
ら
が
編
ん
だ
「
橋
本
正
司
全
彫
刻
目
録

一

九
五

一

ー
ニ
0
0
三」
（
以
下、
「
作
品
目
録」

と
略
記）

に
は、

《
か
た
ち
（
非
合）
》

に
類
す
る
作
品
が
一

九
五
四
年
を
中
心

と
し
た――一
年
間
に
全
七
点
掲
載
さ
れ
て
い
る（
註
23
)。

そ
れ
ら

は
堀
内
的
造
形
で
は
な
く、

む
し
ろ
植
木
作
品
と
の
親
和
性

を
強
く
感
じ
さ
せ
る。

そ
の
中
の
一

点、
《
作
品
》
（
一

九
五

四）

な
ど
は、

緩
や
か
に
削
り
出
さ
れ
た
ボ
デ
ィ
に
大
き
な

穴
を
穿
つ
と
い
う、

植
木
が
五
0
年
代
後
半
に
な
っ
て
自
作

の
最
も
大
き
な
特
徴
と
し
た
表
現
を
先
駆
け
て
見
る
こ
と
す

ら
で
き
る。
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一

九
五
0
年
代
の
京
阪
神
地
域
に
あ
っ
て
新
し
い
造
形
表
現

を
志
向
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
束
ね
た
現
代
美
術
懇
談
会

（
略
称
・

ゲ
ン
ビ、

以
下
本
稿
で
も
略
称
を
使
用）
と
彼
の
関

わ
り
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
が、

理
解
の
一

助
と
な
る。

ゲ
ン
ビ
は、
一

九
五一
一
年
―
一

月、

吉
原
治
良
(
-

九
0

五
ー
七
二
）
、

須
田
剋
太
(
-

九
0
六
ー
九
0)
、

山
崎
隆
夫

（
一

九
0
五
ー
九
一
）
、

田
中
健―――
（
一

九
一

八
生）

そ
し
て

植
木
と
中
村
の
六
人
の
連
名
で
懇
談
会
発
足
の
呼
び
か
け
が

京
阪
神
の
関
係
者
た
ち
に
送
ら
れ
て
発
足
し
た。

事
務
所
は

植
木
の
自
宅
気
付
で
あ
る。

こ
の
案
内
状
の
冒
頭、
「
今
回

同
じ
エ
ス
プ
リ
を
も
つ
て
新
し
い
造
型
を
志
す
人
々
が、

各

圃
体
を
考
え
ず
に、

自
由
な
個
人
の
立
場
か
ら
お
互
に
忌
憚

な
く
語
り
合
う
会
を
つ
く
る
事
に
な
り
ま
し
た」
（
原
文
の
ま

ま
こ
註
24
)

と
あ
る
通
り、
「
同
じ
エ
ス
プ
リ」

11
抽
象
的
表

現
へ
の
志
向
を
軸
に、

絵
画
・

彫
刻
だ
け
で
は
な
く
デ
ザ
イ

ン
・

陶
•

い
け
ば
な
・

書
な
ど
多
方
面
の
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た

る
表
現
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
懇
談
会
に
参
加
し、

五―
―

年
の
暮
か
ら
五
七
年
の
夏
に
か
け
て、

四
0
回
以
上
の
例
会

（
研
究
会）

が
開
か
れ
た
（
註
25
)。

例
会
に
は
そ
の
都
度
ト
ピ
ッ

ク
が
選
ば
れ
て
お
り、

橋
本
と
の
関
係
で
は
五
三
年
九
月
に

八
木
一

夫
が
「
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
と
前
衛
陶
芸」

と
い
う
演
題

で
講
師
を
務
め
て
い
る
他、

堀
内
が
懇
談
会
を
き
っ
か
け
に

開
催
さ
れ
た
ゲ
ン
ビ
展
の
第
一

回
（
一

九
五
三）

と
第
四
回

（
一

九
五
六）
に
出
品
し
て
い
る。

下
関
か
ら
大
阪
に
転
居
し
た
ば
か
り
の
植
木
が、

い
き
な

り
ゲ
ン
ビ
の
中
核
的
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由

は、
一

九――-
0
年
代
の
自
山
美
術
家
協
会
か
ら
モ
ダ
ン
ア
ー

ト
協
会
結
成
を
共
に
し
た
大
阪
出
身
の
中
村
の
誘
い
が
あ
っ

た
こ
と
や、

自
ら
が
彫
刻
家
と
な
っ
た
機
縁
が
関
西
と
も
縁

が
深
か
っ
た
長
谷
川
三
郎
(
-

九
0
六
ー
五
七）
と
の
交
流
に

よ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
な
ど、

い
く
つ
か
推
測
で
き
る。

し

か
し
何
よ
り
も
日
本
国
内
で一―
1

0

年
代
か
ら
抽
象（
な
い
し

は
非
形
象）
的
表
現
を
手
掛
け
た
経
験
を
持
つ
、

数
少
な
い

彫
刻
家
だ
っ
た
こ
と
が
最
も
大
き
い（
註
26
)。

一

九
五
0
年
代
前
半、

辻
と
堀
内
は
前
項
に
記
し
た
通

り、

自
分
た
ち
の
メ
ソ
ッ
ド
を
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
せ
た
ば

か
り
だ
っ
た。

そ
し
て、

五
0
年
に
建
畠
覚
造
(
-

九
一

九

ー
ニ
0
0
六）

の
誘
い
で
行
動
美
術
協
会
彫
刻
部
に
参
加
す

る
大
阪
の
今
村
輝
久
(
-

九
一

八
ー
ニ
0
0
四）
が
「
半
具
象

的
な
形
態
か
ら
非
形
象
的
な
も
の
へ
と
移
行
し、

し
ば
ら
く

模
索
が
続
い
た」（
註

包

時
期
は
五
六
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

り、

今
村
に
数
年
遅
れ
て
同
じ
団
体
に
参
加
し
た
京
都
の
野

崎
一

良
(
-

九
ニ―云一
生）
も
事
情
は
今
村
と
変
わ
ら
な
い
。

更

に、

四
六
年
か
ら
大
阪
市
立
美
術
館
内
に
開
設
さ
れ
た
大
阪

美
術
研
究
所
の
彫
刻
部
で
は
院
展
彫
刻
部
に
参
加
し
て
い
た

保
田
龍
門
(
-

八
九
―

|
―

九
六
五）

が
指
導
し
て
い
た
が、

後
に
堀
内
と
同
年
に
同
じ
鉄
を
素
材
と
し
て
用
い
な
が
ら
全

く
異
な
る
タ
イ
プ
の
彫
刻
を
制
作
す
る
こ
と
に
な
る
村
岡
三

郎
（
一

九一
一
八
生）
は
こ
の
研
究
所
を
五
0
年
に
修
了
し
た
ば

か
り
で
あ
り、

山
口
牧
生
(
-

九
二
七
ー
ニ
0

0

1

)

の
入
所

は
翌
五
一

年
で
あ
る。

後
に、

現
代
彫
刻
の
一

大
拠
点
と
し

て
多
く
の
作
家
た
ち
が
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
京
阪
神
も、

五
0
年
代
は
ま
だ
そ
の
途
上
に
あ
っ
た。

転
居
し
た
ば
か
り

と
は
い
え、

植
木
と
い
う
抽
象
的
な
表
現
を
彫
刻
に
結
実
さ

せ
る
作
家
が、

こ
の
時
期
大
阪
に
住
ん
で
い
た
こ
と
の
意
味

は
現
在
の
私
た
ち
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
の
で
は

な
い
か。

橋
本
が
学
外
で
参
考
に
し
た
存
在
が
彼
で
あ
っ
た

こ
と
は、

当
時
と
す
れ
ば
ご
く
自
然
な
こ
と
だ
っ
た（
註
28
)

0

植
木
が
集
団
の
中
核
的
存
在
と
し
て
設
立
の
当
初
よ
り
関

わ
っ
て
い
た
ゲ
ン
ビ
は、
一

九
五
0
年
代
に
計
五
回
の
展
覧

会
を
開
催
し
て
い
る。

そ
の
た
め、

現
在
で
も
展
覧
会
開
催

を
当
初
か
ら
の
目
的
と
し
た
集
団
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
解

さ
れ
が
ち
で
あ
る
が、

実
体
は
前
項
に
記
し
た
と
お
り、

新

し
い
造
形
に
つ
い
て
の
情
報
の
交
換
・

討
議
の
場
で
あ
り、

そ
の
な
か
か
ら
展
覧
会
開
催
の
機
運
が
生
ま
れ
た。

一

九
四
五
年
以
降、

京
阪
神
で
は
こ
の
よ
う
な
「
場」

が

さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
生
ま
れ
て
い
る。

こ
れ
は、

G
H
Q

の
覚
書
に
よ
っ
て
治
安
維
持
法
が
廃
止
（
一

九
四
五）

さ
れ、

集
会
・

結
社
・

思
想
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
が
関
わ
っ

て
い
る。

敗
戦
直
後
に
は
「
文
化
国
家」

と
し
て
の
再
生
を

語
り
合
う
場
と
い
う
性
格
が
見
ら
れ
る
が、

時
間
の
経
過
に

伴
っ
て、

旧
官
展
の
復
活
に
抗
議
す
る
場、

さ
ら
に
は
ゲ
ン

ビ
の
よ
う
に
新
し
い
造
形
表
現
を
語
り
合
う
場、

と
い
う
性

格
な
ど
に
変
化
・

展
開
し
て
い
っ
た。

「
場」

は、

特
定
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
集
団
が
形
成
す
る
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パ
タ
ー
ン
と、

そ
れ
と
は
逆
に
「
場」

の
中
か
ら
集
団
が
発

生
す
る
パ
タ
ー
ン
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る。

た
と
え
ば、

ゲ

ン
ビ
は
前
者
で
あ
り、

ゲ
ン
ビ
が
母
胎
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た

具
体
美
術
家
協
会
(
-

九
五
四
年
結
成）

は
後
者
に
該
当
す

る。
当
時
の
京
阪
神
の
芸
術
（
こ
こ
で
は
造
形）

集
団
の
特
徴
と

し
て
目
立
つ
点
は、

特
定
の
表
現
分
野
（
絵
画、

書、

陶
芸

等）
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
と
し
て
も、

多
か
れ
少
な
か
れ
ゲ

ン
ビ
的
な
性
格、

異
な
っ
た
分
野
と
の
交
流
を
図
っ
て
い

た。

こ
れ
は
展
覧
会
で
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た

り、

あ
る
い
は
メ
ン
バ
ー
以
外
も
参
加
可
能
な
勉
強
会
と
い

っ
た
か
た
ち
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
て
い
っ
た。

集
団
が

「
場」

を
形
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る。

こ
の
こ
と
は
組

織
と
し
て
の
集
団
の
周
囲
に、

緩
や
か
な
緩
衝
帯
と
し
て
の

「
場」

を
設
け
る
こ
と
で
あ
り、

こ
の
緩
衝
帯
同
士
が
人
間

の
往
来
に
よ
っ
て
結
び
つ
き、

個
々
の
集
団
が
点
と
し
て
存

在
せ
ず、

相
互
に
結
び
つ
い
て
い
た。

陶
芸
家
・

宇
野
三
吾

（
一

九
0-
―
—
八
八）

を
中
心
と
し
て
一

九
四
七
年
に
結
成
さ

れ
た
四
耕
会
も
そ
の
よ
う
な
集
ま
り
の
ひ
と
つ
だ
っ
た。

橋

本
が
ゲ
ン
ビ
の
展
覧
会
に
出
品
し
た
き
っ
か
け
は、

こ
の
会

の
勉
強
会
に
出
席
し
た
際
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る。

橋
本
が
ゲ
ン
ビ
の
展
覧
会
に
出
品
し
た
記
録
は
一

九
五
四

年
の
秋
か
ら
暮
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
第
二
回
展
（
註
29
)

の

一

度
限
り
で
あ
り、

本
人
の
記
憶
に
よ
れ
ば
例
会
へ
の
出
席

は
二
度
だ
け
だ
っ
た
と
い
う。

こ
れ
は
正
式
な
事
柄
に
限
っ

A
群
…
木
や
石
膏
を
素
材
と
し
た
作
品
で、

植
木
茂
的

て
の
こ
と
で
あ
っ
て、

実
際
の
と
こ
ろ
関
係
者
た
ち
と
の
交

流
は
盛
ん
だ
っ
た。

こ
の
年
の
初
夏
（
五
月
あ
る
い
は
六

月）
、

当
時
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協
会
に
参
加
し
て
い
た
流
政
之

（
一

九
ニ――一
生）
に
伴
わ
れ、

橋
本
は
初
め
て
植
木
茂
を
ア
ト

リ
エ
に
訪
問
し
て
い
る。

橋
本
は
一

九
五
四
年
当
時、

ま
だ
大
学
の
三
回
—
四
回
生

（
二
0
|-
―
―

歳）

で
あ
る。

そ
の
数
ヶ
月
前
の
二
月
に
東
京

都
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協
会
展
に

《
作
品
》
（
現
存
せ
ず）

を
初
出
品
し
て
い
る。

こ
れ
は
四
回

生
に
な
ら
な
い
と
各
団
体
展
に
出
品
し
て
は
な
ら
な
い
、

と

い
う
大
学
の
内
規
を
犯
し
て
の
出
品
だ
っ
た。

当
館
が
現
在
所
蔵
し
て
い
る
橋
本
正
司
の
彫
刻
作
品
は
冒

頭
に
記
し
た
と
お
り、
一

九
五――一
年
は
じ
め
頃
に
制
作
さ
れ

た
前
述
の
《
ト
ル
ソ
》

と、

翌
五
四
年
に
制
作
さ
れ
た
《
か

た
ち
》

お
よ
び
《
作
品
》

の一
二
点
で
あ
る。

五
四
年
の
二
点

に
つ
い
て
前
出
の
「
作
品
目
録」

で
は
《
作
品
》

が
先
（
作

品
番
号
0
0
九）
に、
《
か
た
ち
》

が
後
（
同
0
1
―
-
)
に
配
列

さ
れ
て
い
る
が、

こ
れ
は
時
系
列
の
順
番
で
見
る
と
逆
で、

制
作
が
早
か
っ
た
作
品
は
後
者
で
あ
る。

な
お、
「
作
品
目
録」

に
は
一

九
五
四
年
制
作
の
作
品
は

九
点
掲
載
さ
れ
て
お
り、

そ
の
内
訳
は、

（
一

部、

堀
内
正
和
的）

な
フ
ォ
ル
ム
を
有
し
た
も
の

と
な
っ

て
い
る（
註
30
)。

当
館
の
《
か
た
ち
》

は
C
群、
《
作

品
》

は
B
群
に
属
す
る。

《
か
た
ち
》

は、

鉄
棒
を
熔
接
し
て
制
作
さ
れ
た
抽
象
的

な
彫
刻
で
あ
る。

熔
接
に
つ
い
て
は、

技
術
と
経
験
が
な
か

っ
た
橋
本
が
手
掛
け
る
に
は
無
理
が
あ
っ
た。

彼
は、

当
時

既
に
鉄
棒
を
熔
接
し
た
立
体
の
制
作
を
試
み
て
い
た
流
政
之

（
彼
が
こ
の
よ
う
な
制
作
を
行
っ
て
い
た
背
景
に
は、

植
木

茂
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る）
か
ら
京
都
市
内

で
展
示
器
具
の
制
作
を
し
て
い
た
鋒
山
製
作
所
の
鋒
山
弘

（
生
歿
年
未
確
認）

を
紹
介
さ
れ、

制
作
は
鋒
山
が
行
っ
た。

こ
れ
は
橋
本
が一
二
回
生
修
了
直
後、
一

九
五
四
年――一
月
の
こ

と
だ
っ
た。

鋒
山
は、

五
四
年
以
降
の
堀
内
作
品
の
数
多
く

を
実
際
に
制
作
し
た
人
物
で
も
あ
る。

一

九
五
四
年、

堀
内
正
和
も
彼
の
学
生
だ
っ
た
橋
本
と
ほ

ぼ
同
時
期
に、

鉄
棒
を
熔
接
し
た
彫
刻
の
制
作
に
乗
り
出
し

て
い
る。

堀
内
は
五――一
年
か
ら
六
一

年
の
間、

京
都
に
あ
っ

た
マ
ネ
キ
ン
会
社
・

大
和
マ
ネ
キ
ン
の
依
頼
を
受
け
て
断
続

的
に
マ
ネ
キ
ン
の
制
作
を
し
て
い
た
が、

鋒
山
が
同
社
の
仕

事
を
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
二
人
は
知
り
合
い
、

そ
の

縁
で
鋒
山
は
堀
内
の
作
品
制
作
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い

B
群
…
鉄
板
を
湾
曲
さ
せ
た
作
品

c

群
…
鉄
棒
を
熔
接
し
た
作
品

五
点

一

点
点
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歴
史
的
に
見
れ
ば、

線
そ
し
て
面
の
構
成
に
よ
る
彫
刻
は

原
文
の
ま
ま
：

翡）

う（
註
31
)。

橋
本
と
堀
内
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
「
伝
手」

で
鋒
山

に
制
作
依
頼
を
し
た
こ
と
に
な
る。

彼
ら
が
な
ぜ
鋒
山
に
制

作
を
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て
は、

次

に
引
用
す
る
堀
内
の
文
章
に
詳
し
い。

…
…
作
品
に
サ
イ
ン
を
し
な
い
ば
か
り
か、

第
一
、

自

分
の
作
品
を
自
分
の
手
で
作
る
こ
と
が
は
な
は
だ
少

い。

僕
が
鉄
を
熔
接
す
る
と、

鉄
は
曲
が
っ
て
は
困
る

と
思
っ
て
い
る
方
向
に
曲
が
る。

着
け
た
つ
も
り
の
と

こ
ろ
は
後
で
ぼ
ろ
り
と
も
げ
て
し
ま
う
の
で、

ま
た
や

り
直
す
と、

今
度
は
過
熱
の
た
め
に、

と
ん
で
も
な
い

方
向
に
そ
っ
て
し
ま
っ
て、

収
拾
の
つ
か
ぬ
状
態
に
な

る。

そ
ん
な
異
相
な
形
相
を
か
え
っ
て
美
し
い
と
見
る

の
が
近
頃
の
流
行
の
よ
う
だ
が、

僕
の
好
み
は
こ
の
流

行
に
つ
い
て
い
け
な
い。

思
っ
た
よ
う
に
キ
チ
ン
と
仕

上
が
ら
な
い
と、

気
が
す
ま
ぬ
の
だ
か
ら、

甚
だ
古
風

と
い
う
べ
き
だ。

そ
こ
で、

熔
接
は
そ
の
道
の
ヴ
ェ
テ

ラ
ン
で
あ
る
鋒
山
弘
さ
ん
（
行
動
に
彫
刻
を
出
品
し
て

い
る）

の
手
を
わ
ず
ら
わ
す。

こ
の
人
の
腕
は
確
か

だ。

僕
の
マ
ケ
ッ
ト
を
正
確
に
拡
大
し
て
下
さ
る。

作

者
の
僕
は
小
さ
な
マ
ケ
ッ
ト
を
作
る
に
過
ぎ
ぬ。
…
…

（
堀
内
正
和
「
作
家
の
記
録

形
式
主
義
者
の
独
白」
．

一

九
一

0
年
代
の
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
作
品
群

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る。

そ
し
て、

鉄
棒
を
熔
接
し
た
最

初
の
彫
刻
は、

パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
(
-

八
八
―

|
―

九
七
三）

が
二
八
年
に
フ
リ
オ
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
（
一

八
七
六
ー
一

九
四

二）
の
エ
房
で
彼
の
協
力（
橋
本
や
堀
内
が
鋒
山
に
依
頼
し
た

よ
う
に）
を
得
て
制
作
し
た
《
人
物》

だ
っ
た。

こ
の
よ
う

な
海
外
の
動
向
は
（
若
干
の
時
間
の
ず
れ
は
あ
る
が）
同
時
期

に
H
本
に
紹
介
さ
れ
て
い
た。

植
木
茂
は
彼
の
師
で
あ
っ
た
三
岸
好
太
郎
(
-

九
01―-
|

一
二
四）
を
通
じ、

ピ
カ
ソ
の
こ
こ
ろ
み
を
一

九―――
＝一
年
頃
に

は
知
っ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し、

五
0

年
代
初
期
に
は
既
に
《
作
品
（
3
)
》（
一

九
五
二）
の
よ
う
な、

鉄
棒
に
よ
る
構
成
を
実
践
し
て
い
る（
註
33
)。

ま
た、

堀
内
も

「
ピ
カ
ソ
の
鉄
線
作
品
は
当
時
（
引
用
者
註
�
一

九
三
六
年

頃）
写
真
で
見
て
ひ
じ
ょ
う
に
好
き
で
憧
れ
て
い
た」（
註
34
)。

植
木
の
場
合、

制
作
の
中
心
は
木
彫
で
あ
っ
た
た
め
に
鉄
を

素
材
と
し
た
彫
刻
は、

貴
重
な
作
例
で
は
あ
り
な
が
ら
も
そ

の
後
の
制
作
は
断
片
的
で、

次
に
繋
げ
る
よ
う
な
展
開
に
は

到
ら
な
か
っ
た（
悲
35
)。

む
し
ろ
植
木
に
遅
れ
て
鉄
を
扱
っ
た

堀
内
の
方
が、

素
材
と
し
て
の
鉄
を
自
ら
再
発
見
す
る
こ
と

で、

自
ら
の
そ
の
後
の
制
作
活
動
と
作
品
の
展
開
が
決
定
付

け
ら
れ
て
い
る。

と
も
あ
れ、

こ
の
よ
う
に
橋
本
の
周
囲、

学
外
の
先
達
や
大
学
の
教
師
た
ち
は

各
自
の
展
開
は
措

き

以
前
か
ら
ピ
カ
ソ
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た、

鉄
棒
を

熔
接
し
て
制
作
す
る
彫
刻
の
存
在
を
知
り、

関
心
を
持
っ
て

こ
こ
で、

橋
本
が
制
作
し
た
《
か
た
ち》

に
実
際
に
当
た

っ
て
み
た
い
（
図
2
)。

本
作
品
は、

高
さ
九
九
O
X
直
径
五
六
0
ミ
リ
メ
ー
ト

ル、

太
さ
（
径）
が
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
鉄
棒
が
用
い
ら
れ
て

い
る。

三
本
の
鉄
棒
が
鼎
立
す
る
こ
と
で
全
体
が
支
え
ら

れ、

そ
の
う
ち
の
一

本
は
上
方
に
延
び、

こ
れ
が
作
品
全
体

を
支
え
る
物
理
的
な
軸
で
あ
る。

そ
し
て、

こ
の
軸
は
鼎
立

部
そ
し
て
上
部
の
二
箇
所
で
ク
ラ
ン
ク
状
に
曲
げ
ら
れ
て
い

る
が、

上
部
で
は
接
地
面
に
対
し
て
水
平
に
枝
を
張
り
だ

し、

他
の
諸
要
索
を
展
開
さ
せ
て
い
る。

某
本
的
に
鉄
棒
II

線
は
接
地
面
に
対
し
て
水
平
と
垂
直
で
あ
る
よ
う
に
配
さ
れ

て、

幾
何
学
的
な
厳
密
性
は
な
い
も
の
の、

お
お
む
ね
角
張

っ
た
曲
が
り
方
を
見
せ、

い
く
つ
か
の
要
素
に
見
ら
れ
る
緩

や
か
な
カ
ー
ヴ
が
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る。

本
作
品
に
見
出
さ
れ
る
疑
問
点
は、
「
も
の」

と
し
て
の

物
理
的
な
軸
が
「
作
品」

の
脊
椎
と
で
も
言
う
べ
き
軸
と
な

っ
て
い
る
か、

と
い
う
点
に
あ
る。

鼎
立
部
か
ら
垂
直
に
伸
び
て
い
る
軸
の
あ
る
程
度
ま
で
の

部
分
（
他
の
要
素
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
な
い
部
位
ま
で）

を
「
作
品
／
も
の」

と
は
異
な
っ
た、

鼎
立
部
11
ス
タ
ン

ド、

軸
11
ポ
ー
ル
と
い
う
台
座
的
な
性
格
を
帯
び
た
存
在
と

し
て
措
定
す
る
と、

上
部
の
構
造
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ

る
か。

こ
の
場
合、

他
の
要
素
が
枝
状
に
軸
か
ら
張
り
出
し

て
い
る
と
は
言
え、

軸
そ
の
も
の
が
大
き
く
曲
げ
ら
れ
て
い

い
た（
註
36
)。
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る
こ
と
で、

他
の
要
素
と
等
価
（
相
対
的）
な
関
係
に
な
り、

物
理
的
機
能
と
し
て
軸
の
役
割
を
果
た
し
て
い
て
も、
「
作

品
／
も
の」

の
構
造
を
支
え
る
軸
で
あ
る
と
は
言
い
難
い。

こ
れ
と
は
異
な
り、

全
体
を
ひ
と
つ
の
「
も
の
／
作
品」

と
し
て
考
え
た
場
合
は
ど
う
か。

作
者
は
軸
に
取
り
付
け
ら

れ
た
上
部
の
要
素
の
う
ち、

ひ
と
つ
は
軸
に
対
し
て
平
行

に、

視
線
を
鼎
立
部
ま
で
導
く
よ
う
に
配
し
て
い
る。

こ
の

要
素
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、

作
者
が
物
理
的
な
軸
を

作
品
の
脊
椎
に
擬
し
て
い
た
意
図
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る。

し
か
し
こ
の
要
素
は

残
念
な
こ
と
に

中
空
で

途
切
れ
て
お
り、

鼎
立
部
が
所
有
し
て
い
る
筈
の
周
囲
の
空

間
と
の
関
わ
り
は
薄
い。

こ
れ
が、

物
理
的
の
み
な
ら
ず
視

覚
的
に
も、

上
部
の
複
雑
さ
を
下
部、

特
に
鼎
立
部
の
三
本

が
集
約
し
た
一

点
の
み
（
人
間
に
喩
え
る
と、

骨
盤
と
脊
椎

が
結
合
す
る
あ
た
り
か）
が
受
け
止
め、

不
安
定
な
印
象
を

与
え
て
い
る。

続
い
て、

橋
本
の
《
か
た
ち》

と
堀
内
の
作
品
を
比
較
し

て
み
た
い。

堀
内
が
一

九
五
四
年、

初
め
て
鉄
棒
を
熔
接
し

て
制
作
し
た
《
線
B
》

は、

下
部
の
ベ
ー
ス
か
ら
垂
直
に
伸

び
た
鉄
棒
は
明
ら
か
に
上
部
の
構
造
体
を
中
空
に
浮
か
せ
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
出
来
る
成
り
立
ち
と
な
っ

て
い
る。

こ
の
鉄
棒
を
軸
と
し
て
視
覚
的
に
は
上
部
の
構
造

体
が
「
や
じ
ろ
べ
え」

の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
お

り、

構
造
体
の
一

部
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い。

《
線
B
》

に
つ
い
て、

堀
内
自
ら
は
次
の
よ
う
に
回
想
し

正
和
「
テ
ク
ニ
ッ
ク
・
ノ
ー
ト」
：

翡）

こ
の
年、

京
都
学
芸
大
学
の
工
芸
の
先
生
が
鉄
工
芸

を
や
り
始
め
た
の
で、

早
速
僕
は
そ
の
研
究
室
に
行
っ

て
こ
の
作
品
（
引
用
者
註
＂
《
線
B
》)
を
作
っ
た。

前
年

の
《
作
品
A
》

と
全
く
よ
く
似
た
形
だ
が、

石
脅
だ
と

ど
う
し
て
も
地
に
這
う
獣
に
な
っ
て
し
ま
う
の
が、

鉄

だ
と
ど
う
だ、

嬉
々
と
し
て
空
飛
ぶ
鳥
に
な
る
で
は
な

い
か、

と
僕
は
大
い
に
う
れ
し
く
な
っ
た。
…
…（
堀
内

ま
た、

や
は
り
同
じ
年
に
制
作
さ
れ
て
い
る
『
作
品』

の

A
か
ら
D
ま
で
の
四
点
で
の
作
品
で
は、

径
（
太
さ）

が
異

な
る
鉄
棒
を
用
い
る
こ
と
で、
「
作
品
／
も
の」

の
骨
格
と、

そ
こ
か
ら
派
生
し
た
部
分
と
の
関
係
が
明
示
さ
れ
て
い
る。

橋
本
の
《
か
た
ち》

に
見
ら
れ
た
問
題
点
は、

堀
内
の
作
品

で
は
い
ず
れ
も
巧
み
に
回
避
さ
れ
て
い
る。

そ
れ
で
は、

ふ
た
り
の
作
品
は
次
の
よ
う
な
ピ
カ
ソ
彫
刻

の
特
質
を
ど
こ
ま
で
受
容
し
て
い
た
か。

…
…
重
要
な
の
は、

明
ら
か
に、

ま
だ、

作
ら
れ
た
形

態
周
囲
の
空
間
の
組
織
化
で
あ
る。

ピ
カ
ソ
は
当
時

（
引
用
者
註
�
一

九
二
八
ー
ニ
九
年
頃）、

針
金
に
よ
る

立
体
構
成
を
作
り
出
し
て
い
た。

そ
れ
ら
は
「
裸
婦」

と
か
「
頭
部」

と
い
う
名
で
分
類
さ
れ
う
る
も
の
で
は

て
い
る。

「
ピ
カ
ソ
と
近
代
彫
刻
の
革
新」
：
註
38
)

あ
っ
た
が、

完
全
に
抽
象
的
で、

カ
ー
ン
ワ
イ
ラ
ー
が

正
し
く
理
解
し
て
い
る
よ
う
に、
「
空
間
に
線
で
か
か

れ
た
デ
ッ
サ
ン」

と
い
う
性
格
と
「
透
け
て
い
る
彫

刻」

と
い
う
性
格
を
同
時
に
も
っ
て
い
る。

線
に
よ
る

デ
ッ
サ
ン
が
紙
の
表
面
を
構
成
し、

閉
鎖
的
で

は
な
い
に
せ
よ

内
的
な
空
間
と
外
的
な
空
間
を
形

成
し
た
ご
と
く、

表
面
と
い
う
も
の
を
も
た
ぬ、

純
粋

に
構
造
的
な
骨
組
に
ま
で
切
り
つ
め
ら
れ
た
こ
の
種
の

彫
刻
は、

張
り
巡
ら
し
た
線
の
な
か
に、

単
に
そ
こ
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
空
間
の
み
な
ら
ず、

周
囲
の
現
境
を

も
開
か
れ
た
形
態
の
放
散
に
よ
り
編
成
す
る
の
で
あ

る。

…
…
（
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ッ
ク
ス

太
田
泰
人
・

訳

「
空
間
に
線
で
か
か
れ
た
デ
ッ
サ
ン」

と
「
透
け
て
い
る

彫
刻」

の
性
格
は
割
り
切
れ
る
も
の
で
は
な
い。

し
か
し、

橋
本
の
《
か
た
ち》

や
堀
内
の
同
時
期
の
鉄
棒
を
用
い
た
彫

刻
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
れ
ば、

共
に
前
者
が
強
い。

堀
内
の
作
品
に
つ
い
て
は、

前
述
の
『
作
品』

の
A
か
ら

D
ま
で
の
前
段
階
と
見
倣
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
《
線
A
》

（
一

九
五
四

兵
庫
県
立
美
術
館
蔵）

を
含
め
て
通
覧
す
る

と、

単
純
な
も
の
（
組
み
立
て）
か
ら
複
雑
な
も
の
へ
と
展
開

し
よ
う
と
す
る
足
取
り
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
反
面、

彼

の
作
品
が
「
純
粋
に
構
造
的
な
骨
組
に
ま
で
切
り
つ
め
ら
れ

た」

も
の
と
は
考
え
難
い。

こ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
作
品
を
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成
り
立
た
せ
て
い
る
線
の
性
格
が、

あ
る
「
も
の」

を
単
純

化
・

抽
象
化
し
た
も
の
か、

そ
れ
と
も
「
も
の」

に
内
在
す

る
骨
格
で
あ
る
か、

と
い
う
問
題
で
も
あ
る。

堀
内
作
品
の

傾
向
は
（
現
存
す
る
作
品
を
見
る
限
り）
前
者
に
対
す
る
意
識

が
強
く、
「
透
け
て
い
る
彫
刻」

と
い
う、

周
囲
（
こ
こ
で
は

「
現
実」

と
し
て
も
良
い
）
の
空
間
と
「
も
の
／
作
品」

の
関

係
性
に
対
す
る
意
識
が
乏
し
い
。

か
え
っ
て
橋
本
の
《
か
た

ち
》

の
方
が
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
た
め、

後
者
の
意
識
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
解
が
可
能
で
あ
る。

こ

れ
に
よ
っ
て
「
透
け
て
い
る
彫
刻」、

周
囲
の
空
間
に
対
す

る
橋
本
の
関
心
は、

堀
内
以
上
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る。

前
項
で
紹
介
し
た
橋
本
正
司
の
《
か
た
ち
》

が、

周
囲
の

空
間
に
対
す
る
意
識
を
有
し
て
い
る、

と
い
う
解
釈
は
作
品

の
（
構
造
と
し
て
の）
成
り
立
ち
が
不
明
な
点
が
あ
る
た
め
に

あ
く
ま
で
推
測
に
止
ま
る。

し
か
し、

こ
の
作
品
に
引
き
続

い
て
同
じ
一

九
五
四
年
に
制
作
し、

同
年
に
開
催
さ
れ
た
第

二
回
ゲ
ン
ビ
展
で
発
表
し
た
《
作
品
》
（
図
3
)

は、
《
か
た

ち
》

が
志
向
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る、

周
囲
の
空
間
を
作
品

の
要
素
と
し
て
取
り
込
も
う
と
す
る
発
想
が
明
快
に
表
現
さ

れ
て
い
る。

《
作
品
》

は
全
体
で
二
四
一

X

八
0
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

（
最
大）
、

厚
さ
一

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
鉄
板
を
丸
め、
一

端
が

6
 

内
側
に
入
り
込
む
よ
う
な
状
態
に

作
ら
れ
て
い
る。

極
め
て
簡
単
な

成
り
立
ち
で、
一

見
作
者
が
廃
材

を
拾
い
上
げ
て
即
興
的
に
作
っ
た

か
の
よ
う
に
見
え
る。

作
品
(

11

鉄
板）

を
曲
げ
る
以
前

の

状
態
に

戻
し
て

み
る
と
（
図

4
)
、

中
心
か
ら
や
や
ず
れ
る
か
た

ち
で
大
き
な
膨
ら
み
が
あ
り、

大

ま
か
に
見
れ
ば
左
右
は
点
対
称
で

あ
る。

外
側
の
点
A
と
内
側
の
点

C
を
長
さ
約
五一――
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

の
鉄
線
で
熔
接
し
て
結
び、

立
ち

上
が
ら
せ
て
い
る。

そ
れ
だ
け
で

は
膨
ら
み
の
あ
る
部
分
が
床
面
に

接
し
て
い
な
い
た
め
に
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
ず、

こ
れ
を
補
う
た
め
に

点
B
の
位
置
に
約
五
五
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
の
鉄
線
を
熔
接
し
て
支
え
と

し

て
い

る
（
こ

の

時

点
で
「
作

品
／
も
の」

の

前

後
が

決
定
す

る）。

更
に
湾
曲
し
た
鉄
板
の
頭
頂

部
に
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
断
面
状

の
切
り
込
み
を
入
れ、

外
側
に
向

か
っ
て
直
角
に
折
り
曲
げ
（
立
ち
上

口
•A 

•B 

•C 
-

-

” ―

図4:〈作品｝の展開図

31 



げ
）

て
い
る。

結
果
的
に
本
作
品
の
サ
イ
ズ
は、

高
さ
三
八

o
x

幅
二
五
五
X
奥
行
二
八
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り、

全

体
と
し
て
は
人
間
が
跨
っ
た
姿
を
思
わ
せ
る。

本
作
品
を
正
面
か
ら
見
る
と、

向
か
っ
て
左
側
の
接
地
面

か
ら
始
ま
る
鉄
板
の
運
動
は、

空
間
を
抱
え
込
み、

再
び
接

地
面
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
内
側
に
入
り
込
み、

そ
こ
か
ら

徐
々
に
ま
く
れ
上
が
っ
て
い
る。

見
る
者
に
対
し
て
頭
部
の

（
鉄
板
の
）

面
と
そ
の
真
下
に
位
置
す
る、

ま
く
れ
上
が
っ
た

面
は
違
う
面
を
向
け
て
お
り、

視
線
は
メ
ビ
ウ
ス
の
輪
の
回

転
を
追
う
場
合
と
似
た
動
き
と
な
る。

た
だ
し、

完
全
な
メ

ビ
ウ
ス
の
輪
で
あ
れ
ば、

多
く
の
場
合
視
線
は
あ
く
ま
で
帯

の
表
面
を
な
ぞ
る
ば
か
り
に
過
ぎ
な
い
（
こ
の
こ
と
は、

堀

内
作
品
に
見
ら
れ
る
メ
ビ
ウ
ス
の
輪
が
証
明
し
て
い
る
）

が、

本
作
品
で
は
鉄
板
の
端
が
中
空
に
消
え、

視
線
を
鉄
板

が
抱
え
込
ん
で
い
る
空
間
に
解
き
放
っ
て
い
る。

そ
し
て、

鉄
板
の
左
右
に
点
対
称
に
配
さ
れ
た、

衝
角
状
の
先
端
を
形

成
す
る
た
め
の
カ
ー
ヴ
は、

左
側
の
鉄
板
が
立
ち
上
が
る
カ

と、

内
側
に
お
け
る
視
線
の
放
散
を
効
果
的
な
も
の
と
し
て

い
る。鉄

板
が
丸
め
ら
れ
る
以
前
に
見
ら
れ
た
緩
や
か
な
膨
ら
み

の
箇
所
は、

作
品
を
立
ち
上
げ
た
際
に
は
右
側
面
後
方
に
向

か
っ
て
張
り
出
し
て
い
る。

右
側
面
は、

作
品
中
最
も
鉄
板

が
「
面」

と
し
て
の
広
が
り
が
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る

が、

こ
の
広
が
り
は
本
作
品
を
他
の
向
き
か
ら
見
た
場
合
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
損
な
い
か
ね
な
い
限
度
ま
で
与
え
ら
れ
て
い

る。

こ
の
危
険
性
は
同
時
に、（
作
者
の
意
図
と
し
て
）

本
作

品
が
で
き
る
だ
け
周
囲
の
空
間
を
「
も
の
／
作
品」

に
取
り

込
み、

そ
し
て
抱
え
込
む
こ
と
で、

そ
れ
ら
を
「
作
品
／
も

の」

を
形
成
す
る
「
負
の
量
塊」

と
し
て
扱
お
う
と
す
る
姿

勢
が
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る。

こ
れ

は、

素
材
か
ら
も
補
強
さ
れ
て
い
る。

従
米
の
彫
刻
と
は
異

な
っ
た
性
格
の
こ
の
量
塊
に
つ
い
て、

素
材
と
し
て
用
い
ら

れ
た
鉄
板
の
断
面、

そ
の
薄
さ
は、

文
字
通
り
「
空
気
の
よ

う
に
軽
い」

量
塊
が
存
在
す
る
こ
と
の
確
か
ら
し
さ
を
よ
り

強
調
し
て
い
る。

本
作
品
の
比
較
の
た
め
の
作
例
を、

外
郭
の
形
状
の
類
似

例
に
よ
っ
て
求
め
る
と、

辻
晉
堂
が
制
作
し
た
陶
彫
《
寒

山》（
鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
）

が
近
い
か
も
知
れ
な
い。

も
っ

と
も、

辻
の
制
作
は
一

九
五
八
年
で
あ
り、

直
接
の
関
連
を

推
定
し
難
い。

橋
本
作
品
に
見
ら
れ
る
「
抱
え
込
ま
れ
た
空

間」

を
辻
の
作
品
で
も
い
く
ら
か
は
見
出
せ
る
と
し
て
も、

彼
の
作
品
で
は
陶（
の
面
）

に
よ
っ
て
空
間
は
細
分
化
さ
れ
て

お
り、
「
負
の
量
塊」

性
は
感
得
し
難
い。

堀
内
正
和
の
作

例
で
は
ど
う
か。
一

枚
の
面
に
還
几
で
き
る
立
体
造
形、

と

い
う
橋
本
の
発
想
は
堀
内
の
《
Exer
cise
2》（
千
葉
市
美
術

館
蔵

品凶
5

)

な
ど
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
が、

本
作

品
の
制
作
は
五
六
年
で
あ
る
（
堀
内
の
作
例
の
場
合、

完
全

に
一

枚
の
面
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）。

形
状
に
お

け
る
特
徴
の
い
く
つ
か

具
体
的
に
は
簡
素
な
頭
部
の
処

理
や
後
方
に
突
き
出
た
張
り
出
し、

そ
し
て
「
抱
え
込
ま
れ

初
め
針
金
で
芯
を
組
み、

石
膏
を
じ
か
に
つ
け
て
い

っ
た。

こ
う
い
う
題
は
そ
の
頃
は
滅
多
に
つ
け
な
か
っ

た。

こ
の
彫
刻
は
ミ
ロ
の
真
似
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ

る。

量
塊
で
は
な
く
貝
殻
の
よ
う
な
凹
ん
だ
形
を
考
え

て
い
た。

凹
ん
だ
形
は
ヘ
ン
リ
ー
・
ム
ー
ア
の
影
響
か

後
年、
堀
内
自
ら
が
記
し
た
作
品
の
覚
え
書
を
引
用
す
る。

た
空
間」

な
ど

を
勘
案
す
れ
ば、

既
述
し
た
堀
内
の

《
海
辺》（
図
6

)

が、

比
較
の
た
め
の
作
例
と
し
て
の
条
件

を
備
え
て
い
る。

橋
本
は
一

回
生
の
夏、

こ
の
彫
刻
の
制
作
現
場
に
立
ち
会

っ
て
い
た。

「
海
辺」

と
題
さ
れ
た
石
膏
作
品
で、

針
金
で
芯
を

組
ま
れ、

そ
れ
に
石
膏
を
じ
か
に
付
け
て
い
く
仕
事

で、

私
は
初
め
て
粘
上
を
使
わ
な
い
じ
か
付
け
の
技
法

に
感
じ
入
っ
た
り、

び
っ
く
り
し
た
り
し
ま
し
た。

こ

の
作
品
は
特
に
我
々
学
生
が
捨
て
た
石
膏
型
の
破
片

（
凹
面
に
な
っ
て
い
る
）

を
拾
い
集
め
て
貝
殻
の
よ
う
な

凹
ん
だ
形
に
破
片
を
つ
な
ぎ
合
せ
て
作
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た。

先
生
は
廃
品
貝
殻
彫
刻
と
悦
に
入
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た。

こ
の
作
品
よ
り
私
は
堀
内
先
生
の
仕
事
に
強

く
引
か
れ
て
い
く
事
に
な
り
ま
す。
（
橋
本
正
司
「
驚

き
と
反
発
と
尊
敬
の
四
年
間」
こ
註
39
)
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図6：堀内正和〈海辺）1951/95 千葉市美術館蔵
(1995年にプロンズ鋳造。原作は石膏）

図5：堀内正和〈Exercise 2) 1956 千葉市美術館蔵

も
知
れ
な
い。

台
な
し
で、

海
辺
の
砂
浜
に
置
く
と
よ

い
。

肘、

尻、

片
足
の
三
カ
所
で
立
つ。

前
の
足
が
浮

い
て
い
る
と
こ
ろ
が
得
意
な
ん
だ
が、

第
三
六
回
二
科

展
出
品。

二

科
会
会
員
努
力
賞
受
賞。
（
堀
内
正
和

「
テ
ク
ニ
ッ
ク
・

ノ
ー
ト」
•

原
文
の
ま
ま
；
註
40
)

橋
本
と
堀
内
は
共
に
《
海
辺
》

の
凹
ん
だ
腹
部
に
つ
い
て

の
み
記
し
て
い
る
が、
《
作
品
》

と
の
関
連
性
を
考
え
る
上

で
特
に
重
要
な
箇
所
は、

そ
の
正
反
対
の
側
に
見
ら
れ
る
背

面
の
緩
や
か
な
膨
ら
み
で
あ
る。

こ
れ
が、
《
作
品
》

の
後

方
に
突
き
出
た
張
り
出
し
と
呼
応
す
る。

周
囲
の
空
間、

そ

し
て
見
る
者
の
視
線
を
受
け
止
め
る
（
堀
内）
か、

後
方
に
導

く
（
橋
本）

か
の
違
い
は
あ
り
な
が
ら
も、

特
定
の
方
向
性

を
持
っ
た
動
き
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
た
形
状
で
あ
る
点
で
は

共
通
し
て
い
る。

違
う
点
は、
（
堀
内
作
品
の
あ
ゆ
み
と
し
て

は
記
述
が
前
後
し
て
し
ま
う
が）

や
は
り
前
項
で
見
た
堀
内

の
場
合
と
同
様、

彼
の
作
品
に
お
い
て
は
「
作
品
／
も
の」

と
周
囲
の
空
間
と
の
関
係
性
が
乏
し
い
こ
と
で
あ
る。

さ
き
に
引
用
し
た
堀
内
の
自
作
小
註
を
読
む
限
り
で
は、

《
海
辺
》

は
空
間
を
た
っ
ぷ
り
と
抱
え
込
み
な
が
ら、

し
か

し
作
者
の
視
点
は
空
間
で
は
な
く、

凹
ん
で
い
る
「
も
の
／

作
品」

の
形
状
に
向
け
ら
れ
て
い
る。

ち
な
み
に、

橋
本
は

《
作
品
》

を
よ
り
単
純
化
さ
せ
た、

発
展
形
と
も
考
え
ら
れ

る
《
か
た
ち
》

を
同
年
に
制
作
し
て
い
る。

こ
れ
は、

六―
―

年
に
堀
内
が
制
作
す
る
こ
と
に
な
る
《
海
風》

を
や
は
り
連

と
っ
て
壁
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か。

想
さ
せ
る
が、

両
者
の
特
徴
は
《
作
品
》

と
《
海
辺
》

の
場

合
と
変
わ
ら
な
い（
註
41
)。

橋
本
は
第
二
回
ゲ
ン
ビ
展
に
《
作
品
》

を
出
品
し
た
際、

京
都
市
美
術
館
で
の
展
覧
会
初
日
に
植
木
茂
か
ら
作
品
を
褒

め
ら
れ
た
と
い
う。

一

九
五
五
年
以
降
の
橋
本
の
作
品
は、

本
稿
で
み
た
鉄
棒

や
鉄
板
を
素
材
と
し
た
作
品
か
ら、

再
び
セ
メ
ン
ト
や
木、

石
膏
を
用
い
て
量
塊
性
の
あ
る
作
品
（
こ
れ
は
複
数
の
量
塊

を
組
み
合
わ
せ
た
作
品
を
含
む）
へ
と
移
行
し、

空
間
を
作

品
の
構
成
要
素
と
し
て
取
り
扱
お
う
と
す
る
姿
勢
は
六
四
年

ま
で
中
断
し
て
い
る。

こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が、

《
か
た
ち
》

や
《
作
品
》

の
よ
う
な
作
例
は
小
品
だ
か
ら
こ

そ
実
験
が
可
能
な
の
で
あ
っ
て、

サ
イ
ズ
を
引
き
延
ば
し
た

だ
け
で
は
成
功
し
た
作
品
に
は
な
ら
な
い
こ
と、

そ
し
て
熔

接
等
の
技
術
お
よ
び
経
済
的
諸
問
題
な
ど
が、

若
い

繰

り
返
し
に
な
る
が、

当
時
ま
だ―
―
-
、

二
歳
の

橋
本
に

一

九
五
七
年、

ゲ
ン
ビ
は
八
月
の
例
会
を
最
後
に
開
か
れ
な

く
な
り、
―
一

月
か
ら
翌
月
に
か
け
て
京
都
と
大
阪
で
五
回

目
の
展
覧
会
を
開
催
し
た
こ
と
で、

そ
の
活
動
は
終
了
し

た。 7
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そ
し
て
一

九
五
八
年
―

二
月、

橋
本
は
関
西
を
去
り、
埼

予
に
転
居
し
て
い
る。

註�
1
こ
津
高
和一
と
ゲ
ン
ビ
の
作
家
た
ち
一
九
五
0
年
代
の
モ
ダ
ニ
ズ

ム
（
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
一
九
九
五
年―
二
月
九
日
—
九
六
年

一
月――
―
日）

本
稿
は、
同
展
を
担
当
し
た
平
井
章一
氏
の
調
査
に
負
う
と
こ

ろ
が
大
き
い。

2
こて
れ
ぞ
れ、
次
の
年
度
に
収
集
を
行
っ
た。

〈
作
品》

一
九
九
六
年
度

《
か
た
ち》
一
九
九
七
年
度

《
ト
ル
ソ》
―1
0
01―
年
度

な
お、
《
ト
ル
ソ》
が
当
館
に
寄
贈
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
は
所
蔵

者
で
あ
る
猪
田
浩
史
氏
の
他、
乙
野
裕、

中
村
幸
男
両
氏
の
御
理

解・
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
と
と
も

に
記
し
ま
す。

3
こ
橋
本
正
司
年
譜」r
橋
本
正
司
彫
刻
作
品
集』
橋
本
正
司
彫
刻
作
品

集
刊
行
会
―1
0
0
三
年
五
月
三一
日
一
九
二
頁

4
7
本
稿
で
出
典
を
明
記
し
な
い
橋
本
の
事
項
は、
筆
者
が―1
0
0
五

年一
0
月
に
氏
に
対
し
て
行
っ
た
質
問
に
対
す
る
回
答
に
甚
づ
く。

5
と
橋
本
正
司
「
資
料
編
――一
人
の
思
い
出

京
都
芙
大
入
学
前
後」

『
辻
晉
堂
没
後一
0
周
年
記
念
特
別
企
画
展

辻
晉
堂・
八
木一
夫・

堀
内
正
和

ー
一
九
五
0
年
代
京
都
か
ら
こ
新
た
な
る
造
形
へ
の

出
発

』
米
子
市
美
術
館
一
九
九一
年
一
三
七
頁
（
註
3

作
品
集
に
再
録）

6
こ
同
掲
書

7
こ
吐
3
と
同

8
二止
村
美
里
「
陶
に
記
す

I
山
田
光
の
半
世
紀
を
た
ど
る」『
山
田

光

1

陶
の
標

ー』
岐
阜
県
美
術
館

伊
丹
市
立
美
術
館

目

黒
区
美
術
館
一
九
九
九
年
―
―
二
九
頁

，
：
次
の
文
献
を
参
照
の
こ
と。

柳
生
不
二
雄
「
戦
後
の
抽
象
彫
刻
と
野
外
彫
刻
展
に
つ
い
て
の
断

想

ー
一
九
五
0
年
代
の
こ
と
ご
と

ー」『
昆
野
恒
展
図
録』
昆

野
恒
展
実
行
委
員
会
一
九
九
五
年
一
〇
六
I―
1
0
頁

10
こ
稿
本
正
司
「
京
都
美
大
に
於
け
る
セ
メ
ン
ト
彫
刻
と
私」

註
3

作
品
集
一
三
一
頁

11
7た
だ
し、

当
館
所
蔵
の
作
品
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
石
斉
作
品
を一
九

九
五
年
に
ブ
ロ
ン
ズ
鋳
造
し
た
も
の。

12
こ辻
晉
堂
「
美
術
院
研
究
所
を
皮
切
り
に」『
辻
晉
堂
著
作
集

泥
古

庵
雑
記」
――一
彩
社
一
九
九
二
年
九
月一
五
H

二
四
四
ー
ニ
四

七
頁
（
初
出
一
九
七
五）

13
旦辻
晉
堂
「
堀
内
正
和
に
つ
い
て」『
現
代
の
眼

東
京
国
立
近
代
美

術
館
ニ
ュ
ー
ス」
第
三
0
六
号
一
九
八
0
年
五
月

四
頁
（
註

12

著
作
集
に
再
録）

14
品咄
内
正
和
「
形
に
出
会
い
た
い」『m
U
P
K
a

堀
内
正
和

作
品

資
料
集
成』
美
循
出
版
社
一
九
九
六
年
五
月一
五
日

二
八
二

頁
（
初
出
一
九
八
六）

15
ロ
辻
晉
堂
「
泥
古
庵
雑
記

煩
と
簡」『
辻
晉
堂
陶
彫
作
品
集』
講
談

社
一
九
七
八
年一
0
月一
0
日
一
四
二
頁
（
註
12

著
作
集

に
再
録）

16
品咄
内
正
和
「
立
方
体
と
球」『
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館

開
館
5
周

年
記
念
特
別
展

堀
内
正
和』
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
一
九
八

六
年
一
五
頁
（
註
14

作
品
資
料
集
成
に
再
録）

17
�
山
崎
脩
「
彫
刻
科
史
略
考」『
百
年
史

京
都
市
立
芸
術
大
学』
京

都
市
立
芸
術
大
学
一
九
八一
年
三
月一
日

四―
二
頁

18
�
同
掲
書

19
�
本
報
告
の
初
稿
を
御
確
認
い
た
だ
い
た
橋
本
氏
よ
り、
《
ト
ル
ソ》

は
「
モ
デ
ル
を
前
に
し
て
皆
で
制
作
し
た
が、

他
の
仲
問
は
具
象

だ
っ
た
の
に、

自
分
だ
け
が
あ
あ
い
う
か
た
ち
の
も
の
を
作
っ
た」

と
い
う
指
摘
を
い
た
だ
い
た。

ち
な
み
に、
堀
内
正
和
は
後
年、

橋
本
正
司
の
彫
刻
は
三
角
柱

が
基
本
形
態
に
な
っ
て
お
り、
そ
の
萌
芽
は
既
に
《
ト
ル
ソ》
に

見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る。
「
…
…――一
角
柱
嗜
好
は
彼
に
生

得
の
も
の
で
あ
る
ら
し
く、
京
都
美
大
在
学
中
に
作
っ
た
彼
の
裸

婦
像
（
引
用
者
註�
《
ト
ル
ソ》
を
指
す）
に
既
に
そ
の
芽
生
え
が

現
れ
て
い
た。
そ
れ
は
凹
面
と
凸
面
が
両
側
か
ら
押
し
寄
せ、
突

き
上
げ
ら
れ
た
稜
線
が
鋭
く
走
り、
そ
の
動
き
の
曲
直
緩
急
に
よ

っ
て
全
体
が
整
合
さ
れ
た
よ
い
作
品
で
あ
っ
た
が、
あ
の
稜
線
の

下
に
は
明
ら
か
に
三
角
柱
が
潜
在
し
て
い
た」。

堀
内
正
和
「
終
始一
貫一
1一
角
野
郎」

註
3

作
品
集

出
一
九
八
五）

20
こ
《
ト
ル
ソ〉
は
京
都
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
美
大
作
品
展(-
九

五
三
年
三
月一
八
ー一
九
日）
に
出
品
さ
れ
た。
当
時
と
し
て
は
斬

新
な
〈
ト
ル
ソ》
の
表
現
は、

学
内
他
科
の
教
師
か
ら
批
判
（「
学

生
は
習
作
を
も
っ
て
授
業
を
受
け
る
の
で
あ
っ
て、

今
は
や
り
の

作
品
を
作
る
の
は
学
校
の
方
針
に
合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か」）
を

受
け
た
が、
辻
と
堀
内
の
擁
護
に
よ
っ
て
進
級
作
品
と
し
て
認
め

ら
れ
た。

そ
の
後、

本
作
品
は
京
都
市
美
術
館
で
の
展
覧
会
を
見
た
猪
田

七
郎(-
九一
七
I

九一―-)
が
購
入
し
た。
京
都
の
喫
茶
店
を
代
表

す
る
イ
ノ
ダ
コ
ー
ヒ
の
創
業
者
と
し
て
知
ら
れ
る
猪
田
は
ま
た、

二
科
会
会
員（
最
終
的
に
は
監
事
を
務
め
る）
で
も
あ
っ
た。
恐
ら

く、

橋
本
作
品
の
購
入
は
当
時
二
科
会
に
所
属
し
て
い
た
堀
内（一

九
四
七
年
に
会
員
推
挙、
六
六
年
に
退
会）
と
の
繋
が
り
だ
と
思
わ

れ
る
が、

経
緯
は
不
明。

猪
田
を
良
く
知
る
乙
野
裕
氏
に
よ
れ
ば、

東
郷
青
児（一
八
九
七

|―
九
七
八）
が
入
洛
の
際

例
え
ば、
か
つ
て
京
都
朝
日
会

館
の
壁
面
を
飾
っ
て
い
た
大
壁
画
《
平
和
と
団
結》(-
九
五―-)
の

制
作
を
は
じ
め
と
し
て

ー

な
ど
は
猪
田
が
「
付
き
き
り
で」
世

話
を
し
て
い
た
と
い
う。

猪
田
の
人
生
と
画
業
を
こ
こ
で
辿
る
に

は
紙
幅
が
足
り
な
い
し、
ま
た
そ
の
準
備
も
な
い。
臼
井
喜
之
介

は
著
書
の
な
か
で
猪
田
に
つ
い
て
「
京
都
の
チ
ャ
ー
チ
ル
会
の
会

員
で
も
あ
り、

静
物
が
う
ま
い」（『
新
編

京
都
味
覚
散
歩』
白
川

書
院
一
九
七
0)
と
記
し
て
い
る
が、

私
は
未
見。
た
だ
現
在、

京
都
市
美
術
館
が
所
蔵
す
る
彼
の
〈
壬
生
大
念
佛．
羅
生
門》(-
九

七
三）、
《
壬
生
大
念
佛・
夜
討
曽
我》（一
九
八
0)
に
は
土
着
的
幻

想
が
描
か
れ
て
い
る。
こ
れ
ら
は、

彼
が
北
脇
昇(-
九
01
—
五

一
）
や
小
牧
源
太
郎(-
九
0
六
—
八
九）
な
ど
と
い
っ
た
画
家
た
ち

と、
同
じ
時
代
に
同
じ
街
を
歩
い
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
作

品
と
な
っ
て
い
る。

橋
本
正
司
「
驚
き
と
反
発
と
尊
敬
の
四
年
間」『
現
代
の
眼

東
京

国
立
近
代
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス」
第
三
0
六
号
一
九
八
0
年
五
月

五
頁

21
二
回
掲
書

九
頁
（
初

34 



22
る
菜
科
「
量
塊
の
変
容

ー
植
木
茂
の
木
彫
作
品
を
中
心
に」『
河
井

寛
次
郎
と
植
木
茂

ふ
た
り
の
木
彫』
千
葉
市
美
術
館
―1
0
0

一
年
一
0
四
I―
二
八
頁

23
こ
橋
本
正
司
全
彫
刻
目
録
一
九
五一
ー
ニ
0
01―-」

註
3

作
品

集
一
三
六
ー一
三
七
頁

こ
こ
で
は、

作
品
番
号
2
（一
九
五
三）、
4
|
8
（一
九
五
四）、

13
（一
九
五
五）
を
指
す
（
た
だ
し、
こ
れ
ら
以
外
に
も
同
種
の

作
品
が
当
時
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
は、

当
時
の
会
場
写
真
な
ど

か
ら
判
る。

註
30
参
照
の
こ
と）。

24
�
「
現
代
美
術
懇
談
会（
ゲ
ン
ビ）
の
例
会」『「
津
高
和一
と
ゲ
ン
ビ
の

作
家
た
ち」
展
カ
タ
ロ
グ』
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
一
九
九
五

年

三
三
頁

25
ら
同
掲
書

三
二
頁

26
こ
註
22
と
同

27

公
7

村
輝
久
（
編）
「
今
村
輝
久

年
譜」『
今
村
輝
久
展』
伊
丹
市
立

美
術
館
一
九
九
0
年
六
月一
日

四
三
頁

28
了
大
阪
美
術
研
究
所
で
上
田
暁
の
指
導
を
受
け、
一
九
五
0
年
代
前

半
ま
で
郷
里
で
あ
る
伊
丹
市
に
住
ん
で
い
た
二
科
会
の
曾
山
節
雄

（一
九
二
六
ー
六
三）
は、

堀
内
や
橋
本
た
ち
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
鉄

を
素
材
と
し
た
抽
象
的
形
状
の
作
品
を
制
作
し
て
い
た
が、
現
存

す
る
作
例
に
乏
し
く、

今
回
比
較
で
き
な
か
っ
た。
ま
た、

橋
本

は
後
年、

曾
山
と
知
り
合
う
こ
と
に
な
る
が、
そ
れ
は
橋
本
が
関

東
に
移
住
し
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た。

竹
内
厚
子
「
資
料
紹
介

ー
曾
山
節
雄
の
淡
彩
ド
ロ
ー
イ
ン
グ」

『
東
京
都
現
代
美
術
館
紀
要』
東
京
都
現
代
美
術
館
一
九
九
六
年

三
月
二
五
日

二
九
ー
三
七、
一
二
九
頁

東
京
都
現
代
美
術
館
（
編）
『
東
京
都
現
代
美
術
館

収
蔵
作
品
図

録
ー』
東
京
都
現
代
美
術
館
一
九
九
七
年―一
月一一
八
日
―
―

一
、
一
九
四
ー一
九
五
頁

29
�
一
九
五
四
年
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
ゲ
ン
ビ
展
の
会
場
と
会
期
は

次
の
通
り。

大
阪
―
一
月一
三
ー一
八
日

松
坂
屋

京
都
―
一
月
ニ
ニ
ー
ニ
六
日

京
都
市
美
術
館

神
戸
―
―一
月一
0
|―
六
日

朝
日
会
館

30
二
「
作
品
目
録」
に
は
鉄
棒
を
素
材
と
し
た
作
品
は
〈
か
た
ち〉
し
か

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が、
「
年
譜」
に
は
目
録
掲
載
分
以
外
に
も
同

種
の
作
品
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る。
そ
の
た
め、
A
|

c

各
項
の
点
数
は
正
確
な
も
の
で
は
な
く、
こ
の
時
期
に
制
作
さ

れ
た
作
品
の
傾
向（
そ
の
割
合）
と
し
て
理
解
し
た
方
が
良
い。

一
九
五
五
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協
会
京
都
作

家
展
に
は、

目
録
未
掲
載
の
鉄
棒
に
よ
る
〈
エ
ス
キ
ー
ス〉
が
出

品
さ
れ
て
お
り、

会
場
の
記
録
写
真（「
年
譜」

一
九―――
頁）
か
ら

も
そ
の
形
状
は
推
測
で
き
る。
こ
の
作
品
な
ど
も、

前
年
に
制
作

さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る。

31
こ
堀
内
正
和
と
鋒
山
弘
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
橋
本
氏
の
他、
―1
0

0
五
年一
0
月
に
宮
永
東
山
氏
よ
り
教
示
を
受
け
た。

32
こ
堀
内
正
和
「
作
家
の
記
録

形
式
主
義
者
の
独
白」『
美
術
ジ
ャ
ー

ナ
ル』
通
巻
第
三
0
号
一
九
六
二
年
六
月
[―
二
]
頁

33
こ
註
22
と
同

本
節
の
準
備
中、

植
木
茂
の
御
遺
族
で
あ
る
植
木
未
魚
子
さ
ん

に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ、

植
木
の
熔
接
を
用
い
た
一
九
五
0
年

代
初
頭
の
彫
刻
は
「
自
分（
彫
刻
家）
で
は
無
理
な
た
め、

鶴
橋
あ

た
り
の
鉄
工
所
に
発
注
し
て
い
た」
と
い
う。

彼
が
行
っ
た
鉄
材

の
熔
接
尊
入
と
作
品
制
作
の
外
部
発
注
は、

本
稿
で
取
り
上
げ
た

日
本
人
の
彫
刻
家
の
中
で
は
戦
後
で
も
か
な
り
早
い
例
と
推
測
さ

れ
る。私

は
以
前、

次
の
報
告
で
「
い
っ
ぱ
ん
に
（
日
本
の）
抽
象
彫
刻

の
分
野
に
お
い
て
熔
接
技
術
を
用
い
た
鉄
彫
刻
の
こ
こ
ろ
み
は
五

四
年、

堀
内
正
和
の
《
線
A〉
と
村
岡――一
郎
の
〈
1
9
5
4
年
7

月》（
共
に
一
九
五
四）
が
は
じ
め
て
の
実
践
と
さ
れ
て
お
り
…
…」

と
記
し、
こ
の
植
木
の
こ
こ
ろ
み
を
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た。

藁
科
「
勅
使
河
原
蒼
風
の
立
体
造
形」『「
草
月
と
そ
の
時
代
一
九

四
五
—一
九
七
0」
展
カ
タ
ロ
グ』
草
月
と
そ
の
時
代
展
実
行
委

員
会
一
九
九
八
年
一
三、
五
九
頁

34
こ
堀
内
正
和
「
ビ
カ
ソ
の
彫
刻
か
ら
う
け
た
も
の」『
ビ
カ
ソ
全
集
8

彫
刻』
講
談
社
一
九
八
二
年
五
月
三一
日
―
二
六
頁

35
こ
田
中
晴
久
「
植
木
茂
試
論

1

金
属
彫
刻
の
展
開

ー」『
植
木
茂

展』
下
関
市
立
美
術
館
一
九
八
七
年
一
六―
_―
六
五
頁

36
�
こ
の
時
期
の
日
本
で
は、

鉄
を
素
材
と
し
た
立
体
造
形
は
彫
刻
の

分
野
よ
り
も
む
し
ろ、
い
け
ば
な
の
領
域
に
多
く
見
ら
れ
る。
こ

れ
は、

草
月
流
の
初
代
家
元
だ
っ
た
勅
使
河
原
行
風
(-
九
0
0

ー
七
九）
が
一
九
五
0
年
の
第一
一
回
美
術
文
化
協
会
展
で
発
表

し
た
〈
散
歩〉（
図
7
)

を
皮
切
り
と
し
て、

草
月
流
の
み
に
止
ま

ら
ず
他
流
派
の
作
例
に
も
見
出
す
こ
と
が
出
来
る。
た
と
え
ば、

橋
本
が
〈
か
た
ち〉
を
制
作
し
て
い
た
五
四
年、

産
業
経
済
新
聞

（
大
阪
本
社
版）
の
婦
人
経
済
欄
（
五
面）
で
は
い
け
ば
な
の
写
真

が
カ
ッ
ト
と
し
て
定
期
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が‘
-
0
月
二
日

に
は
洛
陽
未
生
流
初
代
家
元
の
山
中
祥
白
(-
九
0
八
ー
九―-)
が

鉄
棒
を
用
い
て
い
け
た
《
希
望〉
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
8
)。

い
け
ば
な
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
鉄
材
を
用
い
た
立
体
造
形

（
構
成
物）
の
導
入
に
つ
い
て、
そ
れ
が
花
材
の
延
長
で
あ
る
か、

あ
る
い
は
花
器
の
そ
れ
で
あ
る
か
と
い
う
微
妙
な
問
題
は
あ
る
も

の
の、

本
稿
で
記
し
た
橋
本
の
周
辺
に
当
時、

彫
刻
の
分
野
以
外

で
も
（一
見）
近
似
し
た
作
例
が
あ
る
こ
と
は
留
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い。

37
は
珈
内
正
和
「
テ
ク
ニ
ッ
ク
・
J
,
卜」『[
ア
ー
ト
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
・

ナ
ウ
10

]

堀
内
正
和
の
彫
刻』
河
出
書
房
新
社
一
九
七
八
年――

月
二
八
日

七
五
頁

と
こ
ろ
で、

堀
内
が
一
九
五
四
年
に
鉄
棒
を
熔
接
し
た
作
品
を

|1
'"
仙
希
皿
皿
闊
望

開，

叩

間
口＿＿

L
:
9

,9.1

.

I

 

図
8�
山
中
祥
白
〈
希
望〉
一
九
五
四
『
産
業
経
済
新
聞（
大
阪
本
社
版）」

-
0
月
二
日
よ
り
転
載。

図
7二
勅
使
河
原
蒼
風
《
散
歩〉
一
九
五
〇

財
団
法
人
草
月
会
蔵

35 



制
作
す
る
に
至
っ
た
周
辺
の
事
情
に
つ
い
て
見
る
と 、

こ
こ
で
引

用
し
て
い
る
テ
ク
ス
ト
に
は
鋒
山
弘
の
名
は
見
ら
れ
ず 、
「

京
都
学

芸
大
学
の
工
芸
の
先
生」

の
研
究
室
で
《
線
B〉

を
制
作
し
た
と

記
さ
れ
て
お
り 、

鋒
山
と
は
異
な
る
も
う
ひ
と
り
の
協
力
者
が
あ

っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（
残
念
な
が
ら
現
時
点
に
至
る
ま
で 、

京
都
学
芸
大
学
の
教
員
中 、

堀
内
の
回
想
に
該
当
す
る
人
物
が
た

れ
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は 、

同
定
で
き
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い

る）
。

五
四
年
当
時 、

堀
内
の
鉄
彫
刻
の
制
作 、

そ
の
技
術
的
側
面

を
助
け
た
人
物
は
現
在
の
と
こ
ろ 、

こ
の
二
名
に
限
定
さ
れ
て
い

る 。

彼
ら
が
堀
内
に
協
力
し
た
時
間
的
な
あ
と
さ
き
に
つ
い
て 、

い
く
つ
か
の
堀
内
の
回
想
と
橋
本
の
記
憶
を
総
合
す
る
と 、

堀
内

は
先
ず
「

京
都
学
芸
大
学
の
工
芸
の
先
生」

の
元
で
《
線
B〉

の

み
を
制
作
し 、

そ
の
後
鋒
山
の
協
力
を
得
て
《
線
A》

以
降
の
作

品
群
が
制
作
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る 。

協
力
者
の
交
代
は
一

九
五
四
年
の
い
つ
ご
ろ
起
こ
っ
た
か 。

作

品
の
系
列
の
上
で
は
〈
線
B〉

と
《
線
A》
に
続
く

《
線
C》 、

そ

し
て
鉄
板
を
組
み
合
わ
せ
た
《
作
品》
が
前
述
の
二
点
に
先
ん
じ

て
こ
の
年
の
四
月
に
開
催
さ
れ
た
二
科
春
季
展
（
松
坂
屋
・

銀
座

東
京）
に
出
品
さ
れ
て
い
る
（
A
と
B
は
こ
の
年
の
九
月
に
東
京
都

美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
第
三
九
回
二
科
展
で
発
表
さ
れ
た）

と
こ

ろ
か
ら 、

長
期
に
見
積
も
っ
た
と
し
て
も
一

月
か
ら
三
月
に
か
け

て
の
間
の
で
き
ご
と
だ
っ
た
だ
ろ
う 。

そ
し
て 、

こ
の
期
間
の
短
さ
と
二
科
春
季
展
に
出
品
さ
れ
て
い

た
作
品
が
「

線」

の
構
成
と
「

面」

の
組
み
合
わ
せ
に
拠
る
鉄
彫

刻
で
あ
っ
た
こ
と
は 、

堀
内
の
鉄
彫
刻
制
作
の
最
初
期
は 、

階
梯

を
踏
ま
え
た
「

線
↓

面」
へ
の
展
開
と
い
う
よ
り
も 、

現
場
で
ほ

ぼ
同
時
に
着
手
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る 。

38
ロ
ピ
エ
ー

ル
・

デ
ッ
ク
ス

太
田
泰
人
・

訳
「
ピ
カ
ソ
と
近
代
彫
刻
の

革
新」

註
34
と
同

一
―
四
頁

39
こ
註
20
と
同

40
こ
註
37
と
同

七
四
頁

41
�
《
か
た
ち》

や
《
作
品》

な
ど 、

橋
本
の
一

九
五
四
年
当
時
の
鉄
を

素
材
（
そ
れ
が
鉄
板
か 、

鉄
棒
で
あ
る
か
の
種
類
を
問
わ
ず）
と
し

た
作
品
は 、

本
文
で
見
た
と
お
り 、

空
間
を
「

作
品
／
も
の」

の

一

部
と
し
て
扱
お
う
と
し
て
い
る 。

こ
の
指
（
志）
向
の
類
例
を
同

時
期
の
国
内
に
求
め
よ
う
と
す
れ
ば 、
一

九
五
一

年
に
結
成
さ
れ

私
は 、

斎
藤
が
平
面
か
ら
立
体
造
形
に
展
開
す
る
な
か
で 、

そ

の
空
間
の
質
は
現
実
(

11

物
質）

的
な
も
の
と
は
異
な
る
の
で
は
な

い
か
と
以
前
記
し
た
こ
と
が
あ
っ
た 。

こ
の
見
解
は
現
在
で
も
変

更
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る 。

今
回
橋
本
作
品
を
考

え
る
う
え
で
比
較
を
行
っ
た
堀
内
の
作
品 、

そ
れ
が
帯
び
て
い
る

空
間
の
質
は 、

斎
藤
作
品
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る 。

堀
内
は
一

九

五
四
年
に
初
め
て
手
掛
け
た
鉄
（
を
素
材
と
し
た）
彫
刻
の
制
作
に

つ
い
て
後
年 、
「
…
…

翌
年
（
引
用
者
註
�
一
九
五
四
年）
か
ら
鉄
の

熔
接
を
は
じ
め 、

そ
れ
ま
で
頭
の
な
か
だ
け
で
考
え
て
い
た
線
と

面
に
よ
る
空
間
構
成
が
純
粋
な
形
で
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
嬉
し
く
な」
っ
た
と
記
し
て
い
る 。

彫
刻
家
に
と
っ
て
三
次
元

の
こ
の
現
実
の
空
間
と
は 、
「

頭
の
な
か」

と
等
質
あ
る
い
は
そ
の

延
長
に
過
ぎ
な
か
っ
た 。

相
互
関
係
の
検
証
は
他
稿
に
譲
る
と
し
て 、

村
山
の
著
作
に
影

響
を
受
け
た
こ
と
を
し
ば
し
ば
語
っ
て
い
た
斎
藤
と
堀
内
の
ふ
た

り
は 、

揃
っ
て
現
実
の
空
間
と
は
異
な
る
次
元
に
自
作
を
展
開
さ

せ
て
い
た
こ
と
に
な
る 。

堀
内
正
和
「

み
つ
昔
ま
え
の
こ
と
な
ど」
『

坐
忘
録

オ
フ
ザ
ケ
ッ

セ
＆
ク
ソ
マ
ジ
メ
レ
ク
チ
ャ
ク
チ
ャ

』

美
術
出
版
社

一

九
九
〇

年―
一

月一
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Hashimoto Shoji Sculptures in the Chiba City Museum of 

Art Collection 

Warashina Hideya 

Hashimoto Shoji(b.1933) began to create and display sculptural works in the early 1950s, while 

he was still a student at the Kyoto Municipal University of Arts. Born in Kyoto, Hashimoto studied 

ceramics at the Kyoto Municipal Technical High School. Through teachers at the school he was intro­

duced to Yagi Kazuo (1918-79) and Suzuki Osarnu (1926-2001), both founding members of the Sodeisha 

group of avant-garde potters. This introduction heightened Hashimoto's interest in new sculptural 

forms. Hashimoto studied under two sculptors at university, Tsuji Shindo (1910-81) and Horiuchi 

Masakazu (1911-2001). Both men had begun displaying sculptures in the 1930s, and both represent 

the Japanese sculpture world's anti-Rodinist search for new expression. Through their guidance, 

Hashimoto sought an understanding of abstract art as he participated in study groups such as the 

Gendai Bijutsu Kondankai (known as Genbi and one of the source groups for the internationally 

renowned Gutai group) and the Shikokai, which studied avant-garde ceramics along side the Sodeisha 

in the 1950s. 

The Chiba City Museum of Art collection includes three works by Hashimoto dating to the 1950s. 

They were all revolutionary for their time in Japan in terms of both material and expression. Torso 

(1953) is made of cement; Form (1954) was created from iron rods, while Work (1954) was made by 

curving sheet iron. In particular, the two works made from steel reveal that Hashimoto had surpassed 

his teachers in his approach in which he gives equal importance to the art object itself and to its 

connection with its surrounding environment. 

Hashimoto's works also stand up against those new forms of sculpture being created in America 

and Europe at the time. These works reveal the artist's keen sensibilities and the nature of his interests 

and environment from high school through university as he experienced the contemporary art move­

ments of his surrounding Kyoto, Osaka and Kobe region. While none are large in scale, each indicates 

post-war Japan entering a new age after its defeat in World War II. 

(Translated by Martha McClintock) 
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